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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
は
市
政
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
三
河
田
原
駅
に
隣
接
す
る
ホ
テ
ル
の
誘
致
や
、
駅
前
工
場
跡
地
の

整
備
概
要
の
決
定
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に
は
欠
か
せ
な
い
「
魅
力
的
な
都
市
空
間
の
創
造
」

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
き
め
細
や
か
な
母
子
保
健
の
推
進
を
図
る
た
め
、
初
産
妊
婦
の
全
戸
訪
問
や
宿
泊
型
の

産
後
ケ
ア
、
産
後
健
診
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
ほ
か
、
赤
羽
根
地
域
の
診
療
所
開
設
に
向

け
た
準
備
や
、
新
斎
場
施
設
整
備
基
本
計
画
の
策
定
に
も
取
り
組
み
、
地
方
創
生
に
資
す
る
基

盤
づ
く
り
が
、
ま
た
一
つ
大
き
く
前
進
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
る
と
共
に
、
着
実
に
実
行
す
る
一
年

に
し
て
ま
い
り
ま
す
。
重
点
施
策
と
し
て
、「
将
来
に
向
け
た
人
口
増
施
策
」「
住
み
続
け
た
い

ま
ち
づ
く
り
」「
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と
行
政
基
盤
づ
く
り
」
の
３
つ
を
展
開
し
、
持
続
可

能
な
地
域
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
フ
タ
ウ
ン
構
想
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
も
引
き
続
き
力
を
注
ぎ
、
地
方
創
生
を
加
速
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
も
「
元
気
な
渥
美
半
島
」
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
健
康
で
喜
び
に
満
ち
た
一

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

田
原
市
長
　
山
下
政
良

［写真］日出園地から朝日を望む

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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多
く
の
サ
ー
フ
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
、

サ
ー
フ
ィ
ン
に
適
し
た
自
然
環
境

が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
田
原
市
。
こ
の

た
び
、
国
際
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
（
Ｉ
Ｓ
Ａ
）

主
催
の
「
２
０
１
８　
Ｉ
Ｓ
Ａ　
ワ
ー
ル

ド
サ
ー
フ
ィ
ン
ゲ
ー
ム
ス
（
世
界
サ
ー

フ
ィ
ン
選
手
権
）」
が
9
月
に
本
市
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
Ｉ
Ｓ
Ａ　

ワ
ー
ル
ド
サ
ー
フ
ィ
ン

ゲ
ー
ム
ス
」
は
、
サ
ー
フ
ィ
ン
の
世
界
最

高
峰
の
大
会
で
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と

国
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
決
定
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
12
月
11
日
（
月
）
に
は
、（
一

社
）
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
（
Ｎ
Ｓ
Ａ
）

の
酒
井
厚
志
理
事
長
と
山
下
市
長
が
記
者

会
見
を
行
い
、
今
大
会
の
概
要
を
説
明
し

ま
し
た
。

　
今
大
会
は
、
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
が
追
加

種
目
と
な
っ
た
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪

の
前
哨
戦
と
も
言
え
、
世
界
50
カ
国
以
上

か
ら
約
３
０
０
名
の
精
鋭
が
参
加
す
る
予

定
で
す
。

　
今
大
会
の
開
催
を
契
機
に
、
本
市
の
魅

力
を
内
外
に
発
信
す
る
と
共
に
、
サ
ー

フ
ィ
ン
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
「
サ
ー

フ
タ
ウ
ン
構
想
」を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
大
会
の
開
催
に
向
け
、
庁
内

の
一
体
的
な
協
力
体
制
の
下
に
事
業
を

推
進
す
る
た
め
市
長
直
轄
組
織
と
し
て
、

「
ワ
ー
ル
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
ゲ
ー
ム
ス
準
備

室
」
を
設
置
し
ま
す
。

▪
1
月
1
日
付
け
人
事
異
動

※
（　
）
内
は
前
職

【
課
長
級
】

▽
ワ
ー
ル
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
ゲ
ー
ム
ス
準
備

室
長
・
水
口
雅
彦
（
ス
ポ
ー
ツ
課
主
幹
）

▼
人
事
課
☎
23‐７
４
０
４

▲今大会の開催契約書を酒井ＮＳＡ理事長
（写真右）から受け取る山下市長

２
０
１
８ 

Ｉ
Ｓ
Ａ 

ワ
ー
ル
ド
サ
ー
フ
ィ
ン

ゲ
ー
ム
ス
の
概
要

◦
開
催
期
間

９
月
15
日
～
22
日（
予
定
）

◦
開
催
場
所

赤
羽
根
大
石
海
岸（
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
）も
し

く
は
赤
羽
根
西
海
岸（
ロ
コ
ポ
イ
ン
ト
）

◦
主
管

（
一
社
）日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
、２
０
１
８ 

Ｉ
Ｓ
Ａ 

ワ
ー
ル
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
ゲ
ー
ム
ス 

実
行
委
員
会（
仮
称
）

[写真]2017 ISA World Surfing Games

世界サーフィン選手権
本市で開催決定！

田原市の魅力を国内・外へ
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平成29年の田原市に関する主な出来事を振り返ります

三河田原駅南ホテル誘致事業で最優先事
業者に決定したＡＢホテル株式会社と基本
協定を締結（2月）や、駅前工場跡地の整備
概要が決定（7月）するなど、中心市街地と
渥美半島全体の活性化に向けて前進。

●三河田原駅周辺の整備に進展

伊良湖岬が舞台となった島崎藤村の抒情
詩「椰子の実」の一節「名も知らぬ遠き島」
を石垣島に見立て、旧渥美町観光協会が
町おこしの行事として昭和63年にスター
ト。これまでに3379個のヤシの実を投流。

●沖縄県石垣島からの
ヤシの実投流が30回目の節目

（5月29日）

田原市消防団代表として出場した同分団
は訓練の成果を見事に発揮。昭和34年
から始まったこの部門で旧渥美郡3町の
時代を含め本市代表として初の優勝。

●第62回愛知県消防操法大会
（小型ポンプ操法の部）で
野田分団が初優勝（8月5日）

平成30年度は9月にサーフィンのオリン
ピックとして名高い世界サーフィン選手権
や、11月にグルメイベント「全国丼サミッ
ト」第10回大会の開催が決定。国内・外に
対し、本市の知名度向上に大きな期待。

●平成30年度のビッグイベントの
田原市開催が決定

愛知県中学校駅伝大会（男子）で東部中が初優
勝（11月18日）、全国大会へ出場し10位と健闘
（12月17日）、中部・北陸実業団対抗駅伝競走大
会で本市ふるさと大使の佐藤敏信監督率いるト
ヨタ自動車陸上長距離部が大会新記録で4連
覇を達成（11月19日）、愛知県市町村対抗駅伝
競走大会で本市チームが4位入賞。（12月2日）

●田原市ゆかりの
駅伝ランナーが大活躍！

渥美文化会館で開催されたパブリック
ビューイングでは、市民ら約300名が熱い
声援を送った。清田選手は粘りの走りで日
本人選手最高順位の16位でフィニッシュ。

●田原市出身の清田真央選手が
世界陸上ロンドン大会の女子マラソン
日本代表として出場（8月6日）

福江中のボランティアグループ「ドリームの会」を
中心に、景観美化活動の「福江＊つるし飾りロー
ド」への参画や、ラベンダープロジェクト、地域奉
仕活動「サンキュー☆福江」など、さまざまな活動
を地域や行政と連携した取り組みが高く評価。
（本市からの受賞は2年連続）

●平成29年度都市景観大賞
「景観まちづくり活動・教育部門」で

「福中まちづくりプロジェクト」が大賞に選定
（6月16日）

太平洋を望む表浜海岸のすぐ近くに
立地。豊かな自然の中でキャンプや
バーベキューなどを楽しめることから
利用者に好評。

●表浜ほうべの森（谷ノ口公園）が
オープン（4月1日）

学力向上や豊かな人間性の形成を図ると
共に、学校の魅力を高め地域人材の育成
を目的とした中高一貫教育の取り組みが
本格的に始動。重点方針として授業・部活
動・教員の交流を推進。

●福江中学校と福江高校が連携し、
中高一貫教育がスタート（4月）

高名な日本文学研究者で、「渡辺崋
山」の著者である同氏。崋山の魅力や
本市の情報発信に期待。

●ドナルド・キーン氏が
田原市博物館名誉館長に就任

（4月1日）

（順不同） 1005287
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見どころ満載 ! 春を呼ぶ菜の花イベント！ 1/13 土～ 3/31 土「渥美半島一帯」にて開催

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

菜
の
花
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

❖
日
時
＝
１
月
13
日
土
午
前
10
時
～

❖
会
場
＝
加
治
町
新
田
の
菜
の
花
畑
（
国
道
２
５
９

号
沿
い
）

❖
内
容
＝
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
菜
の
花

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
カ
ッ
ト
、
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
な

ど
。
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
・
キ
ャ
ベ
リ
ン
・
か
い
く
ん
も

菜
の
花
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
駆
け
つ
け

ま
す
！

伊
良
湖
菜
の
花
ガ
ー
デ
ン
の
イ
ベ
ン
ト

❖
期
間
＝
２
月
３
日
土
～
３
月
31
日
土

菜
の
花
イ
ベ
ン
ト

菜
の
花
ス
イ
ー
ツ
な
ど
、
お
土
産
が
い
っ
ぱ
い
! !

❖
日
時
＝
２
～
３
月
中（
土
日
祝
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

❖
内
容
＝
「
渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド
」
に
認
定
さ
れ
た

商
品
な
ど
を
販
売
す
る
テ
ン
ト
が
オ
ー
プ
ン
す
る
ほ
か
、

お
子
さ
ん
が
て
ん
と
う
虫
な
ど
に
か
わ
い
く
変
身
で
き
る

着
ぐ
る
み
の
貸
し
出
し
も
あ
り
ま
す
。

菜
の
花
狩
り

ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
お
土
産
に

❖
日
時
＝
期
間
中（
平
日
）午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
（
土
日
祝
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

❖
内
容
＝
５
本
１
０
０
円

ち
っ
ち
ゃ
い
茶
店
　
菜
の
花
や

春
の
味
わ
い
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

❖
日
時
＝
期
間
中（
平
日
）午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
（
土
日
祝
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
不
定
休

❖
内
容
＝
ホ
ク
ホ
ク
の
「
菜
の
花
コ
ロ
ッ
ケ
」
や
「
菜
の
花

ジ
ェ
ラ
ー
ト
」
な
ど
こ
こ
で
し
か
食
べ
れ
な
い
菜
の
花
づ

く
し
の
販
売
で
す
。

　渥美半島では、１月上旬から約 1100 万本の菜の花が咲
き乱れ、ひと足早く春の息吹を運んでくれます。
　新年のスタートは、メイン会場の「伊良湖菜の花ガーデン」
で春の訪れを感じてみませんか。

▶渥美半島観光ビューロー
　☎ 23‐3516　 22‐2026
　 http://www.taharakankou.gr.jp/

▲メイン会場：伊良湖菜の花ガーデン
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な
っ
ち
の
お
店

渥
美
半
島
の
特
産
品
を
販
売

❖
日
時
＝
期
間
中（
平
日
）午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分　
　

　
　
　
　
　
（
土
日
祝
）午
前
９
時
～
午
後
4
時

※
不
定
休

❖
内
容
＝
大
粒
で
ち
ょ
っ
と
ぜ
い
た
く
な
「
い
ち
ご
大
福
」

や
採
れ
た
て
新
鮮
野
菜
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
お
土

産
に
ど
う
ぞ
。

恋
き
ゅ
ん
！
伊
良
湖
で
し
あ
わ
せ
ス
ナ
ッ
プ
in

伊
良
湖
菜
の
花
ガ
ー
デ
ン

❖
日
時
＝
２
月
３
日
土
午
前
11
時
～
午
後
４
時

※
雨
天
時
は
翌
日
に
順
延

❖
内
容
＝
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
が「
花
＊
花
ス
ポ
ッ
ト
」で
カ
ッ

プ
ル
写
真
無
料
撮
影
（
先
着
50
名
）

「
La
花
ノ
た
み
」
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

❖
日
時
＝
３
月
18
日
日
午
後
1
時
～

菜
の
花
畑
de
コ
ン
サ
ー
ト

❖
日
時
＝
３
月
25
日
日
午
後
１
時
30
分
～

❖
演
奏
＝
田
原
市
吹
奏
楽
団

NANOHANA
album

※昨年の「菜の花ほのぼの写真コンテスト」入賞作品より

たはら暮らし×菜の花
ほのぼの写真コンテスト
今年は田原市公式インスタグラム「たはら暮ら
し」とコラボした写真コンテスト！あなたの自
慢の作品をどしどし投稿してください！

❖応募方法＝①田原市公式インスタグラム「たはら
暮らし」アカウント＠tahara_kurashiをフォロー
②今年の菜の花まつり期間中に撮影した写真に、
自身のインスタグラムアカウントでハッシュタグ

「＃たはら菜の花」を付けて投稿
❖応募期間＝１月13日土～３月１5日木
❖審査方法＝投稿作品から優秀作品を10点選ばせ

ていただきます。優秀作品の投稿者には「たはら
暮らし」アカウントからダイレクトメッセージでご
連絡します。

❖賞品＝どんぶり街道食事券（1,000円分）
※応募規定など詳細は市内観光

施設にある「渥美半島菜の花ま
つり」のチラシをご覧ください。

❖主催＝渥美半島観光ビューロー
❖協力＝田原市

菜の花畑で
すてきな思い出を残そう♪

田原菜の花エコプロジェクト
感謝祭２０１８
今年度も園児をはじめ、市民の皆さんとともに
菜の花の種をまきました。その感謝の気持ちを
込めて、満開の菜の花畑で感謝祭を開催しま
す。ぜひ遊びに来てください。

❖日時＝１月13日土午前10時30分～午後3時
　（菜の花まつりオープニングは午前10時～）
❖場所＝加治町新田の菜の花畑（国道259号沿い）
❖内容＝田原菜の花エコプロジェクトの紹介、田原

産菜種油「たはらっこ」の販売、田
原産菜種油で揚げたフライドポテ
トの販売、食用菜の花（なばな）の
販売、豚汁・白玉ぜんざいの無料
配布（なくなり次第終了）など

※天候などにより内容を変更する場合があります。

❖主催＝田原市
　　　   特定非営利活動法人田原菜の花エコネットワーク
❖協力＝アイシン・エィ・ダブリュ株式会社
▶環境政策課 ☎23－3541

菜の花まつりオープニング同時開催 菜の花と一緒に思い出を写そう♪
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１
０
０
１
９
３
０

交通規制のお知らせ
（第 66 回渥美半島駅伝競走大会）

　渥美半島駅伝競走大会が復活して開催さ
れることになりました。赤羽根文化会館付近

（赤羽根町赤土）から豊橋南高等学校（豊橋
市南大清水町）までのコース周辺で下記の日
時に交通規制を行い
ます。
　ご迷惑をお掛けし
ますが、ご理解とご協
力をお願いします。

日　時
2月4日日
午前11時50分～午後1時50分
▶渥美半島駅伝競走大会実行委員会事務局

（豊橋市役所「スポーツのまち」づくり課内）
☎（0532）51-2864

 http://wakitasoft.com/event/atsumiekiden/

本
市
で
は
、平
成
30
年
２
月
か
ら

家
庭
系
ご
み
有
料
化
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。現
在
使
用
し
て
い
る
指
定

ご
み
袋（
旧
指
定
ご
み
袋
）に
代
わ
り
、

「
も
や
せ
る
ご
み
」と「
こ
わ
す
ご
み
」は

新
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
、ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

残
っ
た
旧
指
定
ご
み
袋
は
、有
料
化

の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い「
布
類
」や

「
紙
お
む
つ（
専
用
）」の
袋
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
旧
指
定
ご
み
袋
を
大
量
に
購
入
し
使

い
切
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、本
市

が
定
め
た
交
換
比
率
に
よ
り
新
指
定
ご

み
袋
と
交
換
で
き
ま
す
。

▪
交
換
の
対
象

　
原
則
、旧
指
定
ご
み
袋
は
３
冊（
１
冊

10
枚
入
り
）以
上
の
未
開
封
品（
業
務
用

お
よ
び
贈
答
品
は
対
象
外
）と
な
り
ま

す
。

▪
交
換
比
率

　
販
売
価
格
に
基
づ
き
算
定
し
た
交
換

比
率
で
行
い
ま
す
。（
左
上
交
換
比
率
表

を
参
照
、30
Ｌ
以
下
の
旧
指
定
ご
み
袋

は
市
Ｈ
Ｐ
を
参
照
）

▪
交
換
日
程
と
取
り
扱
い
時
間

　
１
月
15
日（
月
）～
３
月
30
日（
金
）の

間
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分（
土

日
祝
日
を
除
く
）

▪
交
換
場
所

　
廃
棄
物
対
策
課
、赤
羽
根
市
民
セ
ン

タ
ー【
１
月
29
日（
月
）～
31
日（
水
）】、

渥
美
支
所【
１
月
22
日（
月
）～
26
日

（
金
）】

▼
廃
棄
物
対
策
課
☎
23‐３
５
３
８

旧
指
定
ご
み
袋
販
売
店
の
皆
さ
ん
へ

　

旧
指
定
ご
み
袋
は
仕
入
れ
価
格

で
本
市
が
買
い
取
り
し
ま
す
。詳
し

く
は
廃
棄
物
対
策
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

新指定ごみ袋【冊】
45L

（225 円）
30L

（150 円）
20L

（100 円）
10L

（50 円）
3 1 2 3 6
4 2 3 4 9
5 2 3 5 11
6 3 4 6 13
7 3 5 7 15

８ 4 6 9 18
９ 4 6 10 20
10 5 7 11 22

旧
指
定
ご
み
袋
45
Ｌ
【
冊
】

旧
指
定
ご
み
袋
を
新
指
定
ご
み
袋
に

交
換
で
き
ま
す

●新旧指定ごみ袋　交換比率表

１
０
０
５
２
８
１

1005274

旧指定ごみ袋
3冊（45Ｌ）

新指定ごみ袋
2冊（30Ｌ）

例

１
０
０
５
２
８
６

交換
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▪計画案の公表場所
各担当課、市役所情報広場、赤羽根市民センター、渥美
支所地域課、中央図書館、市ＨＰ

▶意見募集期間＝1月15日月～2月23日金

▪第3期田原市障害者計画（第5期田原市障害福祉計画・第1期田原市障害児福祉計画）案
３つの計画を一体的に策定し、法に定められたサービスの見込み量や必要なサービス基盤整備の数値目標な
どを定めます。　担当課▶地域福祉課　☎23-3697  23-3545　 fukushi@city.tahara.aichi.jp

▪意見提出方法
①公表場所へ持参 ②郵便 ③ＦＡＸ ④Ｅメールのいず
れかで住所、氏名、電話番号を明記の上提出してくださ
い。（個々のご意見には直接回答しません。）

▪田原市の市民協働まちづくり方針案
市民協働の施策において、市の目指すべき方向性と、市民や事業者、行政のそれぞれの役割を定めるために
策定します。　担当課▶企画課 　☎23-3507  23-0669  kyoudou@city.tahara.aichi.jp

▶意見募集期間＝1月10日水～2月８日木

▪田原市高齢者福祉計画（第8次老人福祉計画）案
高齢者福祉の施策において、市の目指すべき方向性と、市民や事業者、行政のそれぞれの役割を定めるために
策定します。　担当課▶高齢福祉課　☎23-4654  23-3545　 koureifukushi@city.tahara.aichi.jp

平
成

29
年
10
月
に
設
立
さ
れ
た

田
原
市
地
域
雇
用
創
造
協

議
会
の
事
務
所
が
12
月
1
日（
金
）に
赤
羽

根
市
民
セ
ン
タ
ー
に
開
設
さ
れ
、地
域
内

に
新
た
な
雇
用
機
会
を
創
出
し
よ
う
と
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

  

こ
れ
は
、同
協
議
会
が
厚
生
労
働
省
の

「
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
」を
受
託
し

実
施
す
る
も
の
で
す
。農
業
や
漁
業
な
ど
、

渥
美
半
島
に
あ
る
豊
富
な
資
源
と
観
光
を

結
び
付
け
る
な
ど
し
て
産
業
を
拡
大
し
、

地
域
内
に
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
そ
う
と

い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

今
後
は
、同
協
議
会
が
雇
用
し
た
事
業

全
体
の
企
画
・
運
営
を
行
う
事
業
推
進
員

と
、主
に
商
品
開
発
を
手
掛
け
る
実
践
支

援
員
を
中
心
に
、市
内
事
業
者
や
地
域
求

職
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
・
就
職
面
接
会
の

開
催
、６
次
産
業
化
新
商
品・体
験
型
観
光

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
、実
践
的
な
事

業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
や
就
職
面
接
会
の
開
催
予
定

や
、開
発
さ
れ
た
新
商
品
の
公
開
な
ど
の

同
協
議
会
の
情
報
は
、今
後
開
設
す
る
Ｈ

Ｐ
な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
商
工
観
光
課
☎
23‐３
５
２
２

▲事業推進員と実践支援員の皆さん

 パブリックコメント  意見募集！

新
た
な
雇
用
の
創
出
に
向
け
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
！

1005242

１
０
０
５
２
８
５
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●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

いっせい

ゆうやく

牧野 結環ちゃん

8ヵ月
神戸町

安藤 大志くん
たい  し

１歳
浦町

ゆ　わ

和田 灯ちゃん

１歳
江比間町

あかり

地域の魅力をマンホールで発見！　
 上を向いて歩いていこう、そう心掛けている毎日ですが、まれに
下を向いて歩きたくなることがあります。それは、マンホール探
し。各地域の特色を取り入れた絵柄のマンホールがあるのをご存
じでしょうか。それが田原市にもあるのか、早速探してみることに
しました。
　私の住んでいる赤羽根地区はこのようなマンホールです。たくさ
んのサーファーが集まる『太平洋ロングビーチ』に『椰子』『松』、ま
わりには『菊』があしらわれています。なるほど、赤羽根町を象徴とす
るものが盛りだくさん描かれたぜいたくなマンホールです。右のマ
ンホールはよく見かける色なしのものですが、カラーのマンホール
もあります。カラーのものは少ないとのことなので、見つけたらラッ
キーですね！

　渥美地区のマンホール
は２種類あります。１つ目
は『菊』と島崎藤村の歌

「名も知らぬ遠き島より
…」（椰子の実）にちなん
だ『椰子の木と実』のデ
ザインです。２つ目は忘れ
てはならない渥美半島の
名産『メロン』と、その周
りに『椰子』が描かれてい
ます。
　田原地区は、デザイン
マンホールを全国で作り
始める前から下水道がほぼ整っていたので、実にシンプルなマンホールです。

　地域によりいろいろなマンホールがあって楽しいですよね。ぜひ皆さんも本市のマンホールを
探してみてくださいね。そしてぜひいろいろな地域のマンホールをチェックしてみてください。旅
先の楽しみにもなりますよ！
　私たちの生活には欠かせない下水道。そのありがたさと、地域を密かに象徴するマンホールの
楽しみを知り、身近なものに感じてもらえるとうれしいです。

▲赤羽根地区のマンホール

▲渥美地区のマンホール▲渥美地区のマンホール（カラー）

　渥美半島には国指定の史跡の窯跡が大アラコ古窯跡、
伊良湖東大寺瓦窯跡、百々陶器窯跡と３カ所もあるのを
ご存じでしょうか。平安時代後期から鎌倉時代前期にか
けて、渥美半島では焼き物の生産が活発に行われていま
した。（広報たはら平成２５年９月１日号で渥美窯の特集が掲載
されています。）
　私たち、渥美窯陶友会は、昭和５２年に常滑市の陶芸家
江崎一生氏の指導のもと、会社員、農家、自営業、公務員
などさまざまな職業の陶芸好きが２０名ほど集まり、中世
以降途絶えていた渥美焼きを再興したいと動き始めまし
た。初めの２年は江崎氏の指導のもと活動していました
が、その後は、土づくり、松の木のまきの確保、釉薬作りな
ど会員みんなでやっています。
　今までに293回の本焼きをしましたが、何度焼いても窯
出しの瞬間はドキドキします。渥美焼きは、松の灰が高温で
自然釉となり、緑色の趣ある作品に仕上がるのが特徴です。
　現在会員は1６名で、普段使いの食器や花器など個性
あふれる作品づくりに励んでいます。
　また、田原市文化祭などで展示販売もしています。皆
さん、ぜひ見に来てください。

渥美焼きを復活させて４０年

渥美窯陶友会
　090-3939-２６１８

［投稿者］
▲１回の窯焼きに必要なまき

▲焼きあがった作品

▲窯焼きの様子

広報サポーター
中川倫子
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●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

いっせい

ゆうやく

牧野 結環ちゃん

8ヵ月
神戸町

安藤 大志くん
たい  し

１歳
浦町

ゆ　わ

和田 灯ちゃん

１歳
江比間町

あかり

地域の魅力をマンホールで発見！　
 上を向いて歩いていこう、そう心掛けている毎日ですが、まれに
下を向いて歩きたくなることがあります。それは、マンホール探
し。各地域の特色を取り入れた絵柄のマンホールがあるのをご存
じでしょうか。それが田原市にもあるのか、早速探してみることに
しました。
　私の住んでいる赤羽根地区はこのようなマンホールです。たくさ
んのサーファーが集まる『太平洋ロングビーチ』に『椰子』『松』、ま
わりには『菊』があしらわれています。なるほど、赤羽根町を象徴とす
るものが盛りだくさん描かれたぜいたくなマンホールです。右のマ
ンホールはよく見かける色なしのものですが、カラーのマンホール
もあります。カラーのものは少ないとのことなので、見つけたらラッ
キーですね！

　渥美地区のマンホール
は２種類あります。１つ目
は『菊』と島崎藤村の歌

「名も知らぬ遠き島より
…」（椰子の実）にちなん
だ『椰子の木と実』のデ
ザインです。２つ目は忘れ
てはならない渥美半島の
名産『メロン』と、その周
りに『椰子』が描かれてい
ます。
　田原地区は、デザイン
マンホールを全国で作り
始める前から下水道がほぼ整っていたので、実にシンプルなマンホールです。

　地域によりいろいろなマンホールがあって楽しいですよね。ぜひ皆さんも本市のマンホールを
探してみてくださいね。そしてぜひいろいろな地域のマンホールをチェックしてみてください。旅
先の楽しみにもなりますよ！
　私たちの生活には欠かせない下水道。そのありがたさと、地域を密かに象徴するマンホールの
楽しみを知り、身近なものに感じてもらえるとうれしいです。

▲赤羽根地区のマンホール

▲渥美地区のマンホール▲渥美地区のマンホール（カラー）

　渥美半島には国指定の史跡の窯跡が大アラコ古窯跡、
伊良湖東大寺瓦窯跡、百々陶器窯跡と３カ所もあるのを
ご存じでしょうか。平安時代後期から鎌倉時代前期にか
けて、渥美半島では焼き物の生産が活発に行われていま
した。（広報たはら平成２５年９月１日号で渥美窯の特集が掲載
されています。）
　私たち、渥美窯陶友会は、昭和５２年に常滑市の陶芸家
江崎一生氏の指導のもと、会社員、農家、自営業、公務員
などさまざまな職業の陶芸好きが２０名ほど集まり、中世
以降途絶えていた渥美焼きを再興したいと動き始めまし
た。初めの２年は江崎氏の指導のもと活動していました
が、その後は、土づくり、松の木のまきの確保、釉薬作りな
ど会員みんなでやっています。
　今までに293回の本焼きをしましたが、何度焼いても窯
出しの瞬間はドキドキします。渥美焼きは、松の灰が高温で
自然釉となり、緑色の趣ある作品に仕上がるのが特徴です。
　現在会員は1６名で、普段使いの食器や花器など個性
あふれる作品づくりに励んでいます。
　また、田原市文化祭などで展示販売もしています。皆
さん、ぜひ見に来てください。

渥美焼きを復活させて４０年

渥美窯陶友会
　090-3939-２６１８

［投稿者］
▲１回の窯焼きに必要なまき

▲焼きあがった作品

▲窯焼きの様子

広報サポーター
中川倫子
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市
民
活
動
だ
よ
り

地
域
の
話
題

市民の
チカラ

地域の
チカラ

 　
　
亀
山
地
区
は
、本
市
の
西
端
に
位
置
し
、

伊
勢
湾
に
面
し
て
良
質
な
農
地
が
広
が
る

自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。住
民
が
笑
顔
で

暮
ら
せ
る
元
気
な
地
区
を
作
る
た
め
、「
心

や
す
ら
ぐ　
緑
ゆ
た
か
な　
美
し
い
地
域

亀
山
」を
目
指
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▪
地
区
運
動
会

　
毎
年
、亀

山
小
学
校

の
運
動
会

に
合
わ
せ

て
、
地
区

運
動
会
を

行
っ
て
い

ま
す
。小
学

生
や
保
育

園
児
と
そ

の
家
族
、各
役
員
と
歴
代
役
員
た
ち
が
集

ま
り
、地
区
を
挙
げ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を

流
し
ま
す
。今
年
も
、さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ

に
恵
ま
れ
た
平
成
29
年
９
月
23
日（
土
・

祝
）に
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　
小
学
生
の
雄
姿
や
か
わ
い
い
保
育
園
児

の
踊
り
に
歓
声
を
上
げ
、大
人
は
童
心
に

返
り
、祖
父
母
は
腰
を
伸
ば
し
て
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
亀
山
地
区
は
昔
か
ら
児
童
数
が
少
な
い

た
め
、運
動
会
は
家
族
や
自
治
会
、青
年

団
、老
人
会
な
ど
総
出
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
が
今
の
亀
山

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
と
引
き
継
が

れ
、住
民
が
顔
を
合
わ
せ
る
地
域
の
心
安

ら
ぐ
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▪
伝
承
文
化

　

お
糸
船
と
は
、伊
勢
神
宮
で
神
服
を
新

し
く
祭
神
に
奉
る
祭
儀
で
す
。亀
山
町
岡

山
に
あ
る
神じ
ん
ぐ
う
か
ん
み
そ
ご
り
ょ
う
し
ょ

宮
神
御
衣
御
料
所
で
紡
が
れ

た
糸
を
、伊
良
湖
か
ら
船
で
伊
勢
神
宮
に

奉
納
し
て
い
ま
す
。

 

約
１
３
０
０
年
前
の
天
武
天
皇
の
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
、

応
仁
の
乱
で
中

断
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、渡
邊

熊く
ま
じ
ゅ
う十
氏
が
明

治
34
年
に
再
興

し
、そ
の
伝
統

は
現
在
も
地
域

に
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
団
体
を
募
集
し
ま
す
！

　

田
原
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、本
市
の
市
民

活
動
が
さ
ら
に

発
展
し
て
い
く
お

手
伝
い
を
す
る
た

め
、平
成
19
年
に

田
原
文
化
会
館

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。市

民
の
方
の
柔
軟
な
発
想
を
取
り
入
れ
る
た

め
、公
募
に
よ
り
平
成
30
年
度
に
セ
ン
タ
ー

の
業
務
を
実
施
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
誰
か
の
役
に
立
つ
こ
と
を
始
め
て
み
た

い
！
」「
活
動
を
も
っ
と
広
め
発
展
さ
せ
た

い
！
」「
他
の
団
体
と
コ
ラ
ボ
し
た
い
！
」そ

ん
な
市
民
活
動
団
体
さ
ん
の
熱
い
思
い
を

大
切
に
し
、応
援
す
る
業
務
を
担
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。 

▪
応
募
要
件

　

市
内
の
非
営
利
市
民
活
動
団
体
で
、本

市
の
市
民
活
動
の
発
展
の
た
め
に
継
続
的
に

尽
力
し
、必
要
な
人
員
を
確
保
で
き
る
団
体

▪
委
託
期
間

　
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

▪
業
務
内
容

◦
市
民
活
動
に
関
す
る
相
談
対
応

◦
広
報
た
は
ら
、フェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信

◦
市
民
活
動
団
体
交
流
会「
し
み
ん
の
ひ
ろ

ば
」の
開
催（
新
規
）

◦
市
民
活
動
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
の

研
修
お
よ
び
講
座
の
開
催（
新
規
）ほ
か

▪
業
務
日
時

　

火
曜
日（
午
後
１
時
～
６
時
）・
土
曜
日

（
正
午
～
午
後
５
時
）

▪
募
集
締
切

　
３
月
15
日（
木
）午
後
５
時　
※
必
着

▪
応
募
方
法

　

企
画
課
で
配
布
す
る
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
直
接
ま
た
は
郵
送
に
て
提
出
。

用
紙
は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

 

１
０
０
４
９
０
９

▪
問
い
合
わ
せ

企
画
課
☎
23-

３
５
０
７

23-

０
６
６
９

 kyoudou@
city.tahara.aichi.jp 

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

亀
山

◦地区運動会の様子

◦伊勢神宮に糸を奉納する人々

◦市民活動支援センターの受付
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　福江中学校では、総合的な学習の時間にふるさと「渥美」
を題材にした学習を行っています。１年生では地域を「知
る」活動、２年生は地域の活性化について「考える」活動、３
年生は地域の活性化を目指して「動く」活動と、学年ごとに
テーマを決めて取り組んでいます。
　３年生は、加工食品やアロマキャンドル、せっけんなど
の商品を開発したり、観光地を紹介するパンフレットやス
テッカーを作ったりしています。
　また、本年度は新しいチャレンジとして、ＳＮＳのインス

タグラムを利用して観光地や新しい商品を紹介しています。１年生からの学習の積み重ねが３年生
での積極的な活動へとつながってきています。現在、連携を進めている福江高校に新設される「観光
ビジネスコース」での実践につなげていくこともできるかもしれません。さらに、このような学習が
地域を巻き込む活動になっていけば、「地域の発展」につながり、まちが元気になっていくと考えて
います。そして生徒が、郷土愛に満ち、自信をもって未来を切り開くことができるような心を育んで
いくことを願って取り組んでいます。

【福江中学校公式インスタグラム　アカウント名　fukue-chu】

　本校では、低・中学年を中心に、校区に住んでいるシ
ニアの方に、生活科や総合的な学習の時間・行事などに
講師や協力者として参加していただく「シニアふれあ
い活動」を展開しています。
　低学年は、「給食を一緒に食べる会」「秋見つけ散歩
会」「お手玉づくりの会」を開き、食事のマナーや植物
名、昔遊びを学んでいます。
　中学年は、「水鉄砲」「竹笛」「ドングリごま」「田原凧」
をつくる会を開き、のこぎりやナイフの使い方や昔遊
びを学んでいます。シニアの方とゆったりとしたペー
スで触れ合うことで、いつの間にか子どももシニアの
方も笑顔になっていきます。
　高学年は、地域防災や郷土の偉人「江崎邦助巡査」に
ついて学んだことを、自治会の協力を得て発信活動を
しています。今後も、「社会に開かれた教育課程」を実現
し、学校を核として地域の人も元気で活躍できる衣笠
小学校を目指します。

「総合的な学習の時間」
渥美を元気に！地域から学んでいます 福江中学校

「シニアふれあい活動」
地域も子どもも元気に！ 衣笠小学校

◦竹のまじない笛作り

◦花びらを使ったせっけんを作る3年生

◦シニアと一緒に昔遊び

広報たはら  平成30年1月│    │13



　第20回表浜自然ふれあいフェスティバルが大草か
ら久美原までの太平洋岸で開催されました。このイベン
トは、海岸侵食が進む表浜の現状と自然の魅力を広く
PRするために毎年開催されています。参加者は海岸清
掃の後、地引網や津波避難訓練を行い、その後、親睦
会場の表浜ほうべの森に移動し、地域の方が作った石
窯ピザや豚汁などを食べたり、東部中学校によるソーラ
ン節を観たりして、楽しいひとときを過ごしました。

守っていこう
表浜の自然環境12/2

［土］

　11月21日（火）に沖縄県で開催された第19回商工会
青年部全国大会沖縄大会の主張発表大会で優秀賞を受
賞した渥美商工会青年部の三浦大輔さん（保美町）が市
長を表敬訪問しました。三浦さんは「渥美半島をもっと知っ
てもらえるよう、今後も活動していきたい」と語りました。

　元日のニューイヤー駅伝の予選会を兼ね
る中部・北陸実業団駅伝競走大会が渥美
半島を舞台に7区間83.5㎞で行われ、13
チームが出場しました。地元トヨタ自動車Ａ
は、盤石のレース運びで本大会４連覇を飾り
ました。
　また、今回は学生チームとして愛知県内
の高校生選抜チームと大学生チームが出場
し、大会を盛り上げました。

大会新で４連覇！
日本一奪還へ好発進

11/19
［日］

つながる思いで優秀賞受賞
渥美商工会青年部初の快挙！！

11/29
［水］

▲多くの皆さんが海岸清掃に参加しました（谷ノ口海岸）
【主催：田原市東部太平洋岸総合整備促進協議会】

▲2位にあたる優秀賞を受賞した三浦さん（写真左2人目）

▲2位に約３分の大差をつけ、フィニッシュテープを切るトヨタ自動車Ａのアンカー山本選手。
元日のニューイヤー駅伝（全日本実業団対抗駅伝競走大会）では日本一奪還に期待！
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　愛知県市町村対抗駅伝競走大会が愛・地
球博記念公園（長久手市）で開催されました。
県内全市町村から５４チームが参加し、９区間
２８．７㎞を駆け抜けました。田原市チームは序
盤から上位でレースを進め、見事４位でゴー
ル。小学生から一般まで各世代の選手が力を
出し切り、上位入賞を勝ち取りました。

粘り強い走りで
見事に４位入賞

12/2
［土］

全国大会などに出場した皆さんをご紹介します。
今後のさらなる活躍に期待します！

▪第25回全国中学校駅伝大会
（滋賀県野洲市・湖南市・竜王町［12／17］）

◎東部中陸上競技部
【写真上段左から】高橋洋

ひ ろ や

也さん（3年）、白井勇
ゆ う す け

佑さん
（3年）、吉居駿

しゅんすけ

恭さん（2年）、神谷昌
し ょ う た

汰さん（2年）、鈴木
琢
た く ま

真さん（3年）
【写真下段左から】鈴木大

だ い す け

輔さん（2年）、西田太
た ろ う

郎さん
（3年）、寺田愛

あ い き

基さん（3年）、兵藤心
し お ん

音さん（2年）
▪第26回全国小学生バドミントン
選手権大会

（広島県広島市［12／22～26］）
◎４年以下男子ダブルス

（T-Jump Jr.）
森下虎

と あ

愛くん（六連小３年）

全国大会で入賞！
▪第17回全国障害者スポーツ大会

（愛媛県松山市、西条市［10／28～30］）
◎豊橋市立くすのき特別支援学校

【写真左から】岡田紀
の り か

香さん（２年、フライン
グディスク：2位）湊竜

た つ き

希さん（２年、100ｍ：3
位）※ともに本市出身

▲４位入賞を果たした田原市チームの皆さん
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お
し
ら
せ

表
彰

叙
勲

　
永
年
に
わ
た
る
功
績
を
称
え
ら

れ
、
次
の
方
が
叙
勲
の
栄
に
浴
さ

れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▪
旭
日
単
光
章

近
藤
淺あ
さ
の
じ
ょ
う

之
丞
（
元
赤
羽
根
町
議

会
議
員
／
地
方
自
治
功
労
／
高

松
町
）

平
成
29
年
度
農
事
功
績
表
彰

「
緑
白
綬
有
功
章
」

　
鉢
物
花
き
、
露
地
野
菜
生
産
農

家
で
、
愛
知
県
青
年
農
業
士
会
会

長
や
田
原
農
業
懇
話
会
の
初
代
会

長
を
務
め
、
新
技
術
の
普
及
や
農

業
理
解
の
促
進
、
担
い
手
の
確
保

育
成
な
ど
、
農
業
振
興
に
貢
献
さ

れ
た 

鈴
木
達
司
氏
（
赤
羽
根
町
）

が
、
11
月
15
日
（
水
）、（
公
社
） 

大
日
本
農
会
（
総
裁
：
秋
篠
宮
文

仁
親
王
殿
下
）
か
ら
、
緑
白
綬
有

功
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

Ｈ
Ｐ
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
直
接
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

郵
送
に
て

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

田
原
市
社
会
教
育
委
員

１
０
０
３
４
９
６

対
象
：
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方
で
、
家
庭
教
育
の
向
上
に
資
す

る
活
動
や
社
会
教
育
に
関
す
る
活

動
を
し
て
い
る
方　

募
集
人
員
：

２
名　

任
期
：
４
月
１
日
～
平
成

32
年
３
月
31
日　

報
酬
：
日
額

９
５
０
０
円　

申
込
：
１
月
31
日

（
水
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課
、
市

Ｈ
Ｐ
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
直
接
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

郵
送
に
て

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
後

期
）　 　
　

１
０
０
４
９
７
８

応
募
資
格
：
18
歳
以
上
21
歳
未
満

の
高
卒
者
ま
た
は
高
専
3
年
修
了

者
（
見
込
み
含
む
）　

試
験
期
日
：

２
月
17
日
（
土
）　
申
込
期
間
：
１

月
20
日
（
土
）～
26
日
（
金
）

※
詳
細
は
防
衛
省
Ｈ
Ｐ（http://

第
69
回
愛
知
県
表
彰

公
共
安
全
功
労
者

　

永
年
に
わ
た

り
、
地
域
の
交

通
事
故
防
止
と

交
通
安
全
意

識
の
高
揚
に
努

め
、
交
通
安
全

の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
、
愛
知
県

交
通
安
全
協
会
田
原
支
部
支
部
長

の
山
田
俊
郎
さ
ん
（
田
原
町
）
が
、

11
月
17
日（
金
）愛
知
県
表
彰（
公

共
安
全
功
労
者
）
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０

募
集

田
原
市
青
少
年
問
題
協
議

会
委
員　
　

１
０
０
３
４
９
６

対
象
：
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方
で
、
青
少
年
の
指
導
・
育
成
・

保
護
ま
た
は
矯
正
に
関
す
る
活
動

を
し
て
い
る
方　

募
集
人
員
：
４

名　

任
期
：
４
月
１
日
～
平
成

32
年
３
月
31
日　

報
酬
：
日
額

９
５
０
０
円　

申
込
：
１
月
31
日

（
水
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課
、
市

w
w

w
.m

od.go.jp/gsdf/
jieikanbosyu/

）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）80‐５
１
０
４

沿
道
花
壇
登
録
者１０

０
４
５
９
０

対
象
：
沿
道
の
花
壇
や
プ
ラ
ン

タ
ー
を
管
理
す
る
個
人
・
団
体　

内
容
：
登
録
者
へ
花
苗
の
配
布

（
年
２
回
）　
認
定
要
件
：
①
公
衆

用
道
路
に
面
し
て
い
る
（
補
助
範

囲
は
道
路
端
か
ら
３
ｍ
以
内
）
②

ブ
ロ
ッ
ク
や
生
垣
な
ど
よ
り
道
路

側
に
位
置
し
て
い
る
③
土
地
所
有

者
の
承
諾
を
得
て
い
る　
申
込
：

街
づ
く
り
推
進
課
、
市
Ｈ
Ｐ
に
あ

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
提
出

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
２
４

22‐３
８
１
１

※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。
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冬
季
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン　

 　

１
０
０
４
５
９
５

対
象
：
市
内
事
業
所
な
ど　
期
間
：

２
月
１
日（
木
）～
15
日（
木
）／
午

後
８
時
～
10
時
の
２
時
間　
内
容
：

２
月
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
に
合
わ

せ
、
施
設
照
明
な
ど
を
消
灯　

申

込
：
１
月
19
日
（
金
）
ま
で
に
環

境
政
策
課
、
市
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
登
録

票
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

接
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
に
て

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

イ
ベ
ン
ト

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

１
０
０
１
１
３
１

日
時
：
１
月
21
日（
日
）午
後
２
時

～
（
30
分
前
開
場
）　
場
所
：
渥

美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
ほ

か　

内
容
・
出
演
：【
第
1
部
】

King O
f Sw

ing 

～
ベ
ニ
ー･

グ
ッ
ト
マ
ン
と
３
つ
の
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
協
奏
曲
～
／
山
本
絵
里
子

（
ピ
ア
ノ
）、
田
原
八
千
恵
（
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
）【
第
２
部
】
春
へ
の

あ
こ
が
れ
～
ピ
ア
ノ
独
奏
／
高
木

克
子　
入
場
料
：
７
０
０
円
（
ド

Kusunokid’s art　

あ
ー
と
な
く
す
の
きw

ith

や
ま
な
み
工
房　
作
品
展

日
時
：
１
月
23
日
（
火
）
～
28
日

（
日
）
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
最
終
日
の
み
午
後
４
時
終
了
）　

場
所
：
豊
橋
市
立
美
術
博
物
館　

内
容
：
豊
橋
市
立
く
す
の
き
特
別

支
援
学
校
の
児
童
生
徒
と
、
滋
賀

県
に
あ
る
「
や
ま
な
み
工
房
」
と

リ
ン
ク
付
き
）
／
当
日
８
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
：
市
内
文
化
会
館
な
ど

で
販
売

▼
あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
事

務
局
（
森
下
）
☎
32‐３
９
６
３

「
次
世
代
農
業
人
材
育
成
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」～
こ
れ
か
ら

の
農
業
の
可
能
性
～

 

１
０
０
５
２
６
５

日
時
：
１
月
22
日
（
月
）
午
後
２

時
～
４
時　
場
所
：
愛
知
大
学
豊

橋
校
舎
小
講
堂　

内
容
：【
第
１

部
】
基
調
講
演
【
第
2
部
】
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

講
師
：
井

出
剛
氏
（
㈱
果
実
堂
代
表
取
締
役

社
長
）　

定
員
：
２
０
０
名
（
先

着
順
）

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議

事
務
局（
豊
橋
市
農
業
企
画
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51‐２
４
７
１

の
共
同
作
品

展
／
講
演
会

（
講
師　

や

ま
な
み
工
房

施
設
長　

山

下
完
和
氏
）　

そ
の
他
：
講
演
会

に
参
加
希
望
す
る
場
合
の
み
、
申

し
込
み
が
必
要
／
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
市
立
く
す
の
き
特
別
支
援

学
校
☎（
０
５
３
２
）29‐７
６
６
０

イベント名（市町村）
場　所 期　日 問い合わせ

潮干狩り（蒲郡市）
竹島海岸ほか 7 カ所 3 月～ 6 月 蒲郡市観光商工課

☎（0533）66-1120

新城さくらまつり（新城市）
桜淵公園

3 月下旬～
4 月中旬

新城市観光協会
☎（0536）32-0022

津具花祭り（設楽町）
津具白鳥神社 1/2 火 設楽町観光協会

☎（0536）62-1000

田峯田楽、田峰観音奉納歌舞伎
（設楽町）

谷高山高勝寺（田峰観音）
田楽：2/11日・

歌舞伎：2/12月・振
設楽町観光協会
☎（0536）62-1000

花祭（東栄町）
古戸会館ほか

1/2 火、
1/3 水ほか

東栄町振興課　
☎（0536）76-0502

東三河の観光イベントをご紹介します。（東三河８市町村の広報紙共同企画）

▶愛知県東三河広域観光協議会
　☎（0532）54‐1484　 http://www.honokuni.or.jp/

イベント情報
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講
座

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時
：
１
月
11
日（
木
）午
前
８
時

45
分
～
９
時
30
分　
場
所
：
崋
山

会
館　
内
容
：
渡
辺
崋
山
の
義
倉

７　
講
師
：
崋
山
・
史
学
研
究
会 

石
川
洋
一
氏　
受
講
料
：
無
料　

申
込
：
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

田
原
福
祉
専
門
学
校
公
開
講
座

「
笑
い
と
介
護
」

 

１
０
０
５
２
６
７

日
時
：
２
月
10
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時　
場
所
：
田
原
福

祉
専
門
学
校　
内
容：講
演「
笑
っ

て
元
気
に
な
る
！
笑
い
体
操
」　

講
師
：
河
村
聡
枝
氏
（
愛
知
笑
い

健
康
事
務
局
）　

定
員
：
１
０
０

名
（
先
着
順
）　
受
講
料
：
無
料

申
込
：
電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ

名（
先
着
順
）

服
装
：
作
業

が
で
き
る
も

の　

申
込
：

１
月
31
日

（
水
）ま
で
に
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・

氏
名
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
２
４

22‐３
８
１
１

講
座

第
２
回
ユ
ー
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

講
習
会
　

   
１
０
０
５
１
５
６

対
象
：
子
ど
も
・
若
者
の
支
援
に

携
わ
っ
て
い
る
方
、
関
心
の
あ
る

方　
日
時
：
２
月
９
日
（
金
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

場

所
：
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議

室　

内
容
：「
居
場
所
と
就
労
の

新
し
い
か
た
ち
」
～
リ
ネ
ー
ブ
ル

の
試
み
～　
講
師
：
荒
川
陽
子
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

リ
ネ
ー
ブ
ル
・

若
者
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
代
表
理

事
）　
定
員
：
60
名
（
先
着
順
）　

受
講
料
：
無
料　
申
込
：
２
月
２

日
（
金
）
ま
で
に
電
話
に
て

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

第
12
回
豊
橋
田
原
食
農
教
育

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

 

１
０
０
４
５
７
９

も
っ
と
伝
え
た
い
！

食
と
農
の
絆
づ
く
り

日
時
：
１
月
28
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時　
場
所
：
こ
ど
も

未
来
館
こ
こ
に
こ　

内
容
：
栗
原

心
平
さ
ん
の
ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ョ
ー
、

野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
「
野
菜
を
楽
し

も
う
！
」、
豊
橋
田
原
の
農
産
物

食
品
サ
ン
プ
ル
を
作
ろ
う
！
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体
験
、
野
菜

ク
イ
ズ
＆
ミ
ニ
ト
マ
ト
ビ
ュッ
フ
ェ
な

ど　

そ
の
他
：
駐
車
場
（
有
料
）

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議

事
務
局（
豊
橋
市
農
業
企
画
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51‐２
４
６
４

田
原
市
市
民
植
樹
会

１
０
０
４
５
８
３

日
時
：
２
月
18
日
（
日
）
午
前
10

時
～
（
雨
天
時
は
２
月
25
日
日
に

延
期
）　

場
所
：
田
原
市
中
央
公

園　
内
容
：
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ

ジ
、
カ
ン
ツ
バ
キ
、
オ
タ
フ
ク
ナ

ン
テ
ン
を
植
樹　
定
員
：
１
５
０

の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
）

そ
の
他
：
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
対
象

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22‐３
９
３
９

22‐７
３
４
０

首
都
圏
バ
イ
ヤ
ー
商
談
会
の

事
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

１
０
０
５
２
６
９

対
象
：
渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン

ド
に
認
定
さ
れ
て
い
る
市
内
事
業

者
お
よ
び
認
定
を
目
指
す
予
定
の

市
内
事
業
者　
日
時
：
１
月
31
日

（
水
）午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所
：
市
役
所
大
会
議
室　
内
容
：

平
成
30
年
３
月
22
日
（
木
）・
23
日

（
金
）
に
開
催
を
予
定
す
る
首
都
圏

バ
イ
ヤ
ー
商
談
会
の
事
業
説
明
会

【
第
１
部
】
事
業
説
明
【
第
２
部
】

Ｆ
Ｃ
Ｐ
シ
ー
ト（
商
談
会
シ
ー
ト
）

の
書
き
方
の
研
修　
参
加
料
：
無

料　
持
ち
物
：
筆
記
用
具
、
事
業

所
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
商
品
パ
ン
フ

レ
ッ
ト　
申
込
：
１
月
26
日（
金
）

ま
で
に
商
工
観
光
課
、
市
Ｈ
Ｐ
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
直
接
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

生
活

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、皆
様
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

　
仕
事
を
失
っ
た
方
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
在
職
中
で
転
職
先
を
お

探
し
の
方
、
介
護
・
育
児
な
ど
が

一
段
落
し
て
転
職
先
を
お
探
し
の

方
な
ど
の
求
職
活
動
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。

日
時
／
内
容
：
表
の
と
お
り　
場

所
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
橋
（
豊
橋

市
大
国
町
１
１
１
番
地
）

▼
豊
橋
公
共
職
業
安
定
所

☎（
０
５
３
２
）52‐７
１
９
３

内容 日時

職業相談・紹介
月～金曜日

（祝日・年末年始を除く）
8:30～17:15

在職者対象の
職業相談・紹介

毎週 火・木曜日
17:15～19:00
毎月第1・第3土曜日
10:00～17:00
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ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
届
に
つ
い

て　
　
　
　

１
０
０
５
２
６
３

　

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
し
て
い
る
方

は
、
養
蜂
振
興
法
に
基
づ
き
、
毎

年
１
月
末
ま
で
に
飼
育
届
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。｢
業｣

以
外
の
趣
味
で
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育

し
て
い
る
方
も
届
出
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
届
出
の
対

象
外
で
す
。

・
農
作
物
な
ど
の
花
粉
受
精
の
た

め
、
一
時
的
に
飼
育
す
る
場
合

・
密
閉
構
造
の
飼
育
設
備
で
飼

育
す
る
場
合

・
自
然
巣す
ど
う洞
、
重
箱
式
巣
箱
な

ど
、
反
復
利
用
可
能
な
巣
枠
、

巣す

ひ脾
を
用
い
な
い
で
飼
育
し
、

ハ
チ
ミ
ツ
な
ど
の
販
売
を
し

て
い
な
い
場
合

届
出
期
限
：
１
月
31
日
（
水
）　

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

カ
ラ
ス
の
巣
作
り
に
よ
る

停
電
防
止
に
ご
協
力
を

　

毎
年
１

～
５
月
は
、

カ
ラ
ス
の

巣
作
り
時

期
で
す
。

カ
ラ
ス
は
、

巣
作
り
に

金
属
製
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
を
使
う
こ

と
が
あ
り
、
電
柱
の
上
に
巣
を
作

る
と
、
漏
電
や
短
絡
（
シ
ョ
ー
ト
）

で
、
広
範
囲
な
停
電
を
発
生
さ
せ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
（
平
成
29
年

に
市
内
で
確
認
さ
れ
た
電
柱
の
上

で
の
巣
作
り
は
86
カ
所
）。
中
部

電
力
で
は
、パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

停
電
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

▪
停
電
防
止
の
た
め
の
お
願
い

・
金
属
製
ハ
ン
ガ
ー
・
針
金
な
ど

を
み
だ
り
に
放
置
し
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す

・
鉄
塔
・
電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を

発
見
し
た
ら
、
中
部
電
力
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い

▼
中
部
電
力
㈱
田
原
サ
ー
ビ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

０
１
２
０（
９
８
５
）６
３
６

高
額
医
療・高
額
介
護
合
算

制
度　

 　

 

１
０
０
３
５
８
４ 

　
こ
の
制
度
は
、
次
の
対
象
の
方

の
申
請
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

▪
対
象

　
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す

方①
世
帯
内
の
同
一
の
医
療
保
険

（
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢

者
医
療
、
社
会
保
険
な
ど
）
の

加
入
者
で
、
１
年
間
（
毎
年
８

月
１
日
～
７
月
31
日
）
に
医
療

保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
に
自

己
負
担
を
支
払
っ
て
い
る
方

②
①
の
自
己
負
担
金
額
（
高
額
療

養
費
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

を
差
し
引
い
た
額
）
の
合
計
が

表
の
負
担
区
分
ご
と
の
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
て
い
る
方

▪
国
民
健
康
保
険
制
度
へ
加
入
の
方

　
支
給
対
象
と
な
る
方
に
は
、
毎

年
２
月
ご
ろ
、
市
役
所
か
ら
「
お

知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
の
で
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入

　
の
方

　

支
給
対
象
と
な
る
方
に
は
、
毎

年
12
月
ご
ろ
愛
知
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
、
申
請
に
つ

い
て
の
「
お
知
ら
せ
」
が
届
き
ま

す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９
（
国
保
）

☎
23‐３
５
１
４
（
後
期
）

70 歳～ 74 歳（後期含む） 70 歳未満
所得区分 限度額 所得区分 限度額

現役並み所得者
（上位所得者） 67 万円

旧ただし書き所得 901 万円超 212 万円

旧ただし書き所得 600 万円超 901 万円以下 141 万円

一般 56 万円
旧ただし書き所得 210 万円超 600 万円以下 67 万円

旧ただし書き所得 210 万円以下 60 万円

低所得者Ⅱ 31 万円
住民税非課税 34 万円

低所得者Ⅰ 19 万円

■１月１０日は『１１０番の日』
　事件解決のキーワードは「すばやい通報」
です。次のようなときは、迷わず、落ち着いて、
すぐに『１１０番』してください。
○泥棒に入られたり、泥棒が逃げるのを目撃
したりしたとき
○ひったくり被害にあったり、ひったくりを目撃
したりしたとき
○見かけない人が家の中をのぞいているとき
■青パト隊との合同パトロール出陣式
　平成２９年１０月１９日（木）に市役所にて青
パト隊と合同出陣式を行いました。本市の安
全・安心のために青パト隊と力を合わせて各
地区をパトロールしています。

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　平成29年の累計

11月

●人身14件（185件）
●負傷16人（243人）
●死亡0人（2人）
●物損106件（1435件）

●侵入盗5件（40件）
●乗物盗2件（19件）
●非侵入盗10件（108件）

●火災2件（30件）
●救急183件（2050件）
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録
し
て
い
る
団
体
も
新
た
に
登
録

が
必
要

▪
学
校
施
設
開
放
利
用
団
体
説
明

会
　
登
録
団
体
の
責
任
者
ま
た
は
代

理
の
方
は
、
必
ず
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

期
日：３
月
中
旬
を
予
定
（
後
日
、

責
任
者
の
方
に
郵
送
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
）　

場
所
：
赤
羽
根
文
化

会
館
文
化
ホ
ー
ル

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23‐３
５
３
１

22‐３
８
１
１

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

庭
木
剪
定
講
習
会

対
象
：
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

方
（
会
員
で
な
く
て
も
可
）　

日

時
：
２
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時

～
午
後
３
時　
場
所
：
田
原
福
祉

セ
ン
タ
ー　
講
師
：
田
原
造
園
協

同
組
合　
定
員
：
10
名
（
新
規
優

先
）　
参
加
料
：
無
料　
持
ち
物
：

剪
定
ば
さ
み
、昼
食
な
ど　
申
込：

２
月
13
日
（
火
）
ま
で
に
直
接
・

電
話
に
て　
そ
の
他
：
会
員
お
よ

び
作
業
依
頼
募
集
中
／
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

道
場
】
１
０
０
円
／
時
間
【
東
部

中
学
校
ナ
イ
タ
ー
】
１
０
２
０
円

／
時
間【
運
動
場
】無
料　
申
込：

２
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
ス
ポ
ー

ツ
課
ま
た
は
田
原
・
赤
羽
根
文
化

会
館
、
渥
美
運
動
公
園
、
市
Ｈ
Ｐ

に
あ
る
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て　
そ
の
他
：
平
成
29
年
度
に
登

平
成
30
年
度
学
校
施
設
開
放

利
用
団
体
の
登
録１

０
０
１
１
４
５

対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
で
構
成
す
る
10
名
以
上
の
グ

ル
ー
プ　
開
放
施
設：市
内
の
小・

中
学
校
の
運
動
場
、
体
育
館
、
武

道
場　

使
用
料
：【
体
育
館
・
武

☎
23‐１
４
３
８

29‐０
０
５
１

無
戸
籍
者
解
消
の
た
め
の
相

談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

出
生
届
を
出
せ
ず
、
お
子
さ
ん
が

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
方
へ

　
出
生
届
を
提
出
し
な
い
と
戸
籍

に
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。
戸
籍
が
な

い
と
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
で

不
利
益
を
被
り
ま
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
に
、
電
話
で
法
務
局
ま
た
は

市
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
内
容
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局

☎（
０
５
３
２
）54‐９
２
７
８

▼
市
民
課

☎
23‐３
５
１
１

23‐４
２
７
０

寄
付

　
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し

ま
す
。

▼
10
月
31
日
、
田
原
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長　
森

下
新
一
様
か
ら
、
教
育
環
境
の
充

実
の
た
め
、
田
原
市
立
田
原
中
部

小
学
校
へ
学
芸
会
舞
踊「
花
と
茨
」

用　
扇
子
12
本
、
学
芸
会
劇
「
立

志
」
用　
袴
４
枚
。

▼
12
月
５
日
、
匿
名
希
望
の
方

か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
、
白
米

１
５
０
㎏
。

税

所
得
税
の
還
付
申
告

（
平
成
29
年
分
）１

０
０
０
８
２
５

対
象
：
給
与
・
年
金
所
得
の
み
の

方
で
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
、
中
途
退
職
者
な
ど
年
末

調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、
還

付
申
告
を
す
る
方　
受
付
期
間
：

２
月
１
日
（
木
）
～
15
日
（
木
）

／
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
／

午
前
９
時
～
11
時
、
午
後
１
時
～

４
時　
受
付
場
所
：
税
務
課
（
南

庁
舎
２
階
）　

※
２
月
16
日
（
金
）
～
３
月
15
日

（
木
）
の
確
定
申
告
会
場
で
も
申

告
で
き
ま
す
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
０
９

23‐０
１
８
０

愛のココナッツメッセージ
やしの実投流石垣島ツアー参加者募集！！
　伊良湖岬が舞台となった島崎藤村の抒情詩「椰

や し
子の実」を再現しようと、

遠き島を沖縄県石垣島に見立て、詩のとおり恋路ケ浜に届けとやしの実を
投流しています。
　今回も、投流ツアーの参加者を広く募集します。抒情詩「椰子の実」の
ロマンを一緒に再現してみませんか。

日程　6 月 16 日（土）～ 18 日（月）※予定
内容　・石垣市観光交流協会との交流会
　　　・投流（石垣港から出航、所要時間約２時間）
　　　※その他、オプションで石垣島、西表島などを観光していただけます。
定員　45 名（先着順）
その他　申込方法、旅行代金など詳細は渥美半島観光ビューローＨＰ　
　　　にてお知らせします。
▶渥美半島観光ビューロー☎ 23-3516

https://www.taharakankou.gr.jp/
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確
定
申
告
相
談
会１

０
０
０
８
２
５

▪
年
金
受
給
者
の
方

対
象
：
年
金
受
給
者
の
方
で
、
還

付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
を
提

出
す
る
方　

日
時
：
２
月
６
日

（
火
）
～
15
日
（
木
）
／
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
／
午
前
９
時

～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時
（
受

付
４
時
ま
で
）　

場
所
：
豊
橋
税

務
署
（
豊
橋
地
方
合
同
庁
舎
内
）

▪
住
宅
を
取
得
し
た
方

対
象
：
給
与
所
得
者
の
方
で
、
金

融
機
関
な
ど
か
ら
借
入
を
し
て
新

築
ま
た
は
中
古
住
宅
を
取
得
さ
れ

た
方　

日
時
：
２
月
６
日
（
火
）

～
15
日
（
木
）
／
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
／
午
前
９
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
５
時
（
受
付
４

時
ま
で
）　

場
所
：
豊
橋
税
務
署

（
豊
橋
地
方
合
同
庁
舎
内
）

▼
豊
橋
税
務
署

☎（
０
５
３
２
）52‐６
２
０
１

手
書
き
で
申
告
書
を

作
成
さ
れ
て
い
る
方
へ

１
０
０
０
８
２
５

　

確
定
申
告
書
は
国
税
庁
Ｈ
Ｐ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）
で

作
成
で
き
ま
す
。

　
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
れ

ば
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額

な
ど
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、

税
額
な
ど
が
自
動
的
に
計
算
さ

れ
、
計
算
誤
り
の
な
い
申
告
書
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
書
面
提
出
す
る
と
き

作
成
し
た
確
定
申
告
書
を
印
刷

し
て
、
所
轄
税
務
署
に
郵
送
な

ど
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

‐Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）
を

利
用
す
る
と
き

所
得
税
・
法
人
税
・
消
費
税
な

ど
の
国
税
の
申
告
お
よ
び
納
税

な
ど
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
添
付
書
類
の
提
出

が
省
略
で
き
、
書
面
申
告
に
比

べ
還
付
金
処
理
が
早
く
な
る
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
利
用
方
法
な
ど
、
詳
細
は
国
税

庁
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
税
務
署

☎（
０
５
３
２
）52‐６
２
０
１

確
定
申
告
書
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す

１
０
０
０
８
２
５

　

マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を

記
載
し
た

申
告
書
な

ど
を
提
出

す
る
際
は
、

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
本
人
確
認
書

類
を
提
示
す
る
か
、
そ
の
写
し
を

申
告
書
な
ど
に
添
付
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

申
告
書
な
ど
を
提
出
す
る
際

は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
も
の
を
提

示
ま
た
は
そ
の
写
し
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②
通
知
カ
ー
ド
＋
運
転
免
許
証
、

公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
な

ど※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
、
ご
自
宅
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
す
る
場

合
は
、
本
人
確
認
書
類
を
別
途
送

付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
「
社
会

保
障
・
税
番
号
制
度
〈
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
〉」（http://w

w
w

.nta.
go.jp/m

ynum
berinfo/info/

index.htm

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
０
９

23‐０
１
８
０

確
定
申
告
書
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
お
電
話
で

◦
申
告
に
関
す
る
ご
質
問
や
必
要

な
書
類
の
確
認
を
し
た
い
と
き

▼
豊
橋
税
務
署

☎（
０
５
３
２
）52‐６
２
０
１

◦
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

の
操
作
が
分
か
ら
な
い
と
き

▼
ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

☎（
０
５
７
０
）01‐５
９
０
１

（
受
付
：
月
～
金
曜
日
／
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
設

定
な
ど
が
分
か
ら
な
い
と
き

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル

（
０
１
２
０
）95‐０
１
７
８

（
受
付
：
月
～
金
曜
日
／
午
前
９

時
30
分
～
午
後
８
時
、
土
・
日
曜

日
、
祝
日
／
午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時
30
分
、年
末
年
始
を
除
く
）

個
人
住
民
税
は
給
与
天
引
き

（
特
別
徴
収
）で

１
０
０
３
５
１
３

　
地
方
税
法
お
よ
び
田
原
市
市
税

条
例
の
規
定
に
よ
り
、
給
与
を
支

払
う
事
業
主
は
、
原
則
と
し
て
個

人
住
民
税
（
市
民
税
＋
県
民
税
）

を
特
別
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
東
三
河
８
市
町
村
で
は
特
別
徴

収
未
実
施
の
事
業
所
を
、
平
成
28

年
５
月
か
ら『
特
別
徴
収
義
務
者
』

に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
特
別
徴
収
を
実
施
し
て
い

な
い
事
業
主
の
方
は
、
切
り
替
え

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
０
９

23‐０
１
８
０
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◦田原児童センターのイベント ▶田原児童センター　☎23‐4761

◦子育て支援センターのイベント ▶子育て支援課（市役所内）　☎23‐3513

ひまわりルーム・なのはなルーム＊詳細は各ルームへお尋ねください。
◆開放日：毎週月曜日～金曜日（祝日・お盆期間・年末年始を除く）※毎月 第3水曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：00～15：30※毎日11：15～手遊び、絵本の読み聞かせなど実施
◆対象：未就園児とその保護者
◆利用方法：予約不要（直接お越しください）
◆出張子育てひろば：赤羽根福祉センター（毎週火曜日9：30～）・泉市民館（毎週金曜日9：30～）

イベント名 と　き 内　容 対　象

チャレンジ
「紙ジャイロ」 1月8日（月・祝）～14日（日） 折り紙を丁寧に折って作ります。的に向かっ

て飛ばしてみよう！ 幼児から

アイデア工作 1月16日（火）～21日（日） 廃材を利用してアイデアいっぱいの工作を
しよう。 小学生以上

おはなしポケット 1月18日（木）10：30～ 読み聞かせや手遊びで親子の楽しい時間を
過ごそう。 幼児と保護者

工作
「バランスゲーム」 1月23日（火）～28日（日） 作ったらお友達や家族と遊んでみよう。全部

上手に乗るかな？ 小学生以上

はらぺこMommys
おはなし会 1月24日（水）10：30～ 英語の絵本の読み聞かせや手遊びをします。 幼児と保護者

子育て講座名 と　き ところ・連絡先 講　師 内　容

親子で音楽リズム
を楽しもう！

1月11日（木）
10：00～11：00

ひまわりルーム
（稲場保育園内）☎23‐0987

近並さつき氏
矢澤留美氏

楽しい音楽に合わせて、親子
で一緒に遊びましょう。

今、子どもの足が危
ない！

1月22日（月）
10：00～11：00

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）☎38‐0760

あいゆう治療院
岡田裕助氏

正しい靴選び、正しい姿勢な
ど、子どもの足のトラブルを
防ぐお話です。

親子リトミック ２月22日（木）
10：30～11：00

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）☎38‐0760

リトミック講師
佐藤久美氏

ピアノの音に合わせて親子で
一緒に遊びましょう。

親子でおやつ作り 2月28日（水）
10：00～11：30

田原福祉センター
ひまわりルーム

（稲場保育園内）☎23‐0987
田原市栄養士

簡単な手作りおやつを親子で
一緒に作ります。

（材料費徴収・要予約）

　田原児童センターは、高校生までの子どもが遊ぶ施設です。ルールを守ってみんなで仲良く遊びましょう。
保護者の方は、お子さんと一緒に楽しく遊んでください。

●詳しくは、児童センターだより（図書館・緑が浜公園・子育て支援課に設置、またはHP）でご確認ください。            
　 1001099

◆開館時間：9：30～12：00、13：00～17：00
◆対象：０～１８歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◆休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日の火曜日）
　【1月のお休み】1月1日（月・祝）～4日（木）、9日（火）、10日（水）午前、15日（月）、22日（月）、29日（月）

　田原市地域子育て支援センターは、親子で安心して遊べる場所を提供し、子育ての喜びや悩みを分かち合えるよ
う子育てのお手伝いをしています。いつ行ってもいい、いつ帰ってもいい、気軽に利用できる場所です。親子で遊び
ながら、育児について話をしたり、仲間づくりをしたりしてみませんか？
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◦図書館のイベント ▶中央図書館　☎23‐4946

◦その他
イベント名 とき／ところ 内　容 申　込 その他／申込先

とよはし・たはら
野菜de世界のト
マト料理を作っ
てみよう！

1005275

2月11日（日・祝）
15：00～17：00

こども未来館ここに
こ

地元産野菜を使用してカ
ップ寿司やナムル、スープ
などを作ります

対象：小学生とその保
護者
定員：8組（抽選）
参加料：大人1,000円
子ども500円

1月19日（金）までに、
講座名・全員の住所・氏
名・年齢・電話番号を明
記の上、Ｅメール・ハガ
キにて／締切日必着

▶豊橋田原広域農業推
進会議事務局（豊橋市農
業企画課内）

（〒440-8501 住所不要）
☎0532-51-2464

info_nogyokikaku@city.
toyohashi.lg.jp

親子収穫体験
ツアー
～トマト選果場見学＆
ミニトマト収穫体験～

（参加料無料）
1004578

2月18日（日）
8：30～12：30

JA豊橋トマト選果場
（野依町）、ミニトマ
トハウスなど

トマト選果場の見学、生産
者の話、収穫体験

対象：小学生以下とそ
の保護者
定員：30人（抽選）

1月19日（金）までに、
講座名・全員の住所・氏
名・年齢・電話番号を明
記の上、Ｅメール・ハガ
キにて／締切日必着

集合・解散 豊橋市役所
▶豊橋田原広域農業推
進会議事務局（豊橋市農
業企画課内）

（〒440-8501 住所不要）
☎0532-51-2464

info_nogyokikaku@city.
toyohashi.lg.jp

イベント名 と　き ところ 対　象

こりすの部屋 1月16日（火）10：30～ 中央図書館☎23-4946
おはなしのへや 乳幼児

はらぺこMommys
おはなし会

1月17日（水）
10：30～、11：00～

中央図書館
おはなしのへや 乳幼児

おはなしの部屋 2月3日（土）15：00～ 中央図書館
おはなしのへや 幼児～小学生

ぴよぴよおはなし会 2月14日（水）
10：30～、11：00～

中央図書館
おはなしのへや 乳幼児

ちいさなおはなし会
1月24日（水）、31日（水）
2月７日（水）
10：30～

中央図書館
おはなしのへや 乳幼児

おはなし会 1月21日（日）・2月3日（土）
10：30～

赤羽根図書館☎45-3426
こどもしつ 乳児～小学生

おはなし会
1月27日（土）10：30～
2月3日（土）14：00～
2月10日（土）14：00～

渥美図書館☎33-1114
おはなしコーナー 乳児～小学生

　図書館では、おはなし会を開催しています。みんなで楽しい時間を過ごしてみませんか？

※すべて、たはら健康マイレージ対象

タイトル 対　象 申　込 その他

平成30年度
児童クラブ・放課
後子ども教室の
参加者募集
児童クラブ

1001093
放課後子ども教室

1002298

市内の小学校に通う１年
生～６年生までの児童（児
童クラブは保護者が就労
などの理由で昼間家庭に
いない児童）

2月14日（水）までに、生涯
学習課およびクラブ・教室
で配布する申込書類に必要
事項を記入の上、生涯学習
課または渥美支所市民生活
課へ直接提出

①定員を超えた場合は、学年の低い順
または保護の困難性の高い順に参加を
認めます。場合によっては、待機となる
ことがあります。②詳しくは、1月上旬
に小学校・保育園などを通して配布す
る応募要項をご覧ください。③夏休み
期間の募集は5月に改めてお知らせし
ます。
▶生涯学習課☎23-3635
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

　
ま
た
、「
だ
め
だ
よ
」
な
ど
の
あ
い
ま

い
な
言
葉
は
分
か
り
に
く
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
短
い
言
葉
で
具
体
的
な
指
示

を
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。「
何
を
、
ど

う
す
る
か
」
を
明
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

◦
分
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
や
め
ら
れ
な
い

　
約
束
を
決
め
て
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

を
意
識
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◦
わ
ざ
と
や
っ
て
い
る

　
大
人
に
構
っ
て
欲
し
い
場
合
や
、
遊

び
た
い
け
ど
何
と
言
っ
て
関
わ
れ
ば
良

い
の
か
分
か
ら
な
い
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。「
一
緒
に
遊
ぼ
う
」「
入
れ
て
」

と
い
う
よ
う
な
関
わ
り
方
を
教
え
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

▪
一
番
に
な
ら
な
い
と
気
が
済
ま
ず
、

ゲ
ー
ム
に
負
け
る
と
か
ん
し
ゃ
く
を

起
こ
し
て
し
ま
う
子

　
か
ん
し
ゃ
く
を
起
こ

し
て
興
奮
し
て
い
る
と

き
に
声
を
掛
け
て
も
、

余
計
に
感
情
を
い
ら
だ
た
せ
て
し
ま
い

ま
す
。
興
奮
が
冷
め
て
か
ら
様
子
を
見

て
「
悔
し
か
っ
た
ん
だ
ね
」「
一
番
に

な
り
た
か
っ
た
ん
だ
ね
」
な
ど
、
子
ど

も
の
気
持
ち
を
言
葉
で
表
現
し
て
あ
げ

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。「
ま
あ
、い
い
か
」

と
か
「
し
ょ
う
が
な
い
な
」
な
ど
の
言

葉
を
声
に
出
し
て
、
切
り
替
え
て
あ
げ

る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人
の
努
力
だ
け
で

は
な
か
な
か
改
善
す
る
こ
と
が
難
し
い
た

め
、
時
に
は
本
人
の
わ
が
ま
ま
や
親
の
育

て
方
の
問
題
と
い
っ
た
誤
解
を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
が
、
集
団

生
活
の
中
で
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
、

ち
ょ
っ
と
頑
張
れ
ば
で
き
そ
う
な
工
夫
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
遊
び
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
で
き
ず

に
、
友
達
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
し
ま

う
子

　
同
じ
こ
と
で
注
意
し
て
も
改
善
が
難
し

い
場
合
、
次
の
３
つ
に
分
類
す
る
こ
と
で

対
応
の
仕
方
が
変
わ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル

と
な
る
原
因
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

◦
分
か
ら
な
い
か
ら
で
き
な
い

　
ル
ー
ル
が
分
か
る
よ
う
に
手
立
て
を
と

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
簡
単
な
ル
ー
ル
に

し
た
り
、
言
葉
で
の
指
示
が
入
り
に
く
い

場
合
は
、
絵
や
図
で
ル
ー
ル
を
分
か
り
や

す
く
し
た
り
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
、
一
人
で
悩
ま
な
い
で
！

お
子
さ
ん
の
育
て
に
く
さ
解
決
し
ま

す
！

　
子
育
て
に
は
、
喜
び
や
感
動
も
あ
り
ま

す
が
、
時
に
は
心
配
な
こ
と
や
困
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
・
・
・

◦
何
と
な
く
落
ち
着
き
が
な
い
よ
う
に
感

じ
る

◦
大
人
と
は
う
ま
く
関

係
が
持
て
る
の
に
同

年
代
の
子
ど
も
と
は

う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
が
多
い

◦
お
話
は
よ
く
で
き
る
け
ど
、
や
り
と
り

が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
る

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、

「
自
分
は
集
中
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
け

れ
ど
、つ
い
注
意
が
そ
れ
て
し
ま
う
」「
友

達
と
仲
良
く
し
た
い
。悪
気
は
な
い
の
に
、

つ
い
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
」な
ど
、

お
子
さ
ん
自
身
が
困
っ
て
い
る
場
合
が
少

後頭部の下部から首につながる筋肉が硬くなると
首のこりを感じやすくなります。ストレスの影響も受
けやすいので、仕事中などイスに座ったままできる
ストレッチをご紹介します。
スポーツ課☎23-3531

❶背もたれのあるイスに深く腰掛け、背筋をしっかり伸ばします。
❷一方の腕を背中側から伸ばし、手の甲を正面に向けて逆側の背もた
れを掴みます。
❸もう一方の手を手と逆側の頭に添えて、息を吐きながら、頭に添えた
腕の側へ手を使って頭を斜め前に倒してキープする。

※この姿勢で左右30秒

●❶ ●❷ ●❸

114
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

【
お
知
ら
せ
】

▪
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体

を
ご
紹
介
し
ま
す

『
す
み
れ
会
』

　

す
み
れ
会
は
、

田
原
中
部
校
区
の

民
生
委
員
の
Ｏ
Ｂ

が
中
心
と
な
り
立

ち
上
が
っ
た
会
で

す
。
四
番
組
公
民

館
に
て
第
３・
４

水
曜
日
の
午
前
に

月
２
回
健
康
づ
く

り
を
目
的
に
体
操
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。
教
室
で
は
、
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー

を
講
師
に
招
き
、
転
倒
予
防
体
操
や
脳
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
30
分
間
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
月
１
回
は
体
操
後
に
手
芸
や
パ

タ
ー
ゴ
ル
フ
、
映
画
鑑
賞
、
音
楽
療
法
な

ど
の
余
暇
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
す
み

れ
会
の
活
動
は
、
平
成
16
年
か
ら
始
ま
り

今
年
で
13
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の

参
加
者
は
、
60
歳
代
か
ら
80
歳
代
の
女
性

で
31
名
の
メ
ン
バ
ー
が
お
り
、
毎
回
20
名

前
後
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
方
々
は
、「
体
操
す
る
と
気

持
ち
が
い
い
よ
ね
」「
み
ん
な
で
集
ま
っ

て
話
を
す
る
の
が
楽
し
み
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
、
地
区
で
開
催
さ
れ
て
い
る

健
康
づ
く
り
教
室
な
ど
に
参
加
し
て
、
今

後
も
元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

▪
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
定
期
予
防
接

種
の
実
施
期
間
を
延
長
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
４
０
６
７

　

平
成
29
年
度
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

定
期
予
防
接
種
の
実
施
期
間
は
12
月
末
ま

で
で
し
た
が
、
今
冬
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
入
荷
が
全
国
的
に
大
変
不
安
定
な

状
況
の
た
め
、
実
施
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

　
な
お
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に

は
限
り
が
あ
る
た
め
、
接
種
す
る
前
に
医

療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
①
65
歳
以
上
の
方
②
接
種
日
に

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
な
ど
の
機
能
に
重
度
の
障
害

が
あ
る
方

※
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
済

▼
実
施
期
間
＝
1
月
31
日（
水
）ま
で（
各

医
療
機
関
の
診
療
時
間
内
）

▼
実
施
場
所
＝
市
内
指
定
医
療
機
関　

▼
自
己
負
担
額
＝
１
５
０
０
円
（
生
活
保

護
世
帯
お
よ
び
平
成
29
年
度
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
は
自
己
負
担
免
除
）

　
詳
し
く
は
、
健
康
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▪
叱
ら
れ
た
り
、
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
り

す
る
と
暴
力
的
に
な
る
子

　
お
子
さ
ん
の
良
い

面
を
生
か
し
て
役
割

を
持
た
せ
た
り
、「
で

き
た
」「
わ
か
っ
た
」

「
褒
め
ら
れ
た
」
と

い
う
楽
し
い
成
功
体

験
を
増
や
し
て
、
自
信
を
持
た
せ
た
り
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

目
に
見
え
る
困
っ
た
行
動
の
背
景
に

は
、
子
ど
も
な
り
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
行
動
だ
け
に
目
を
向
け
ず
、
ど
ん
な

こ
と
で
困
っ
て
い
る
の
か
を
よ
く
観
察
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
誰
か
に
話
を
す
る
と
お
子
さ
ん

の
行
動
の
意
味
が
分
か
っ
て
く
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
健
康
課
で
は
、
乳
幼
児
健
診
や
育
児
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず

お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認の上、受診してください。　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

月　日 当直医 電話番号

 1月 8日（月・祝） ふれあいばし診療所 ☎29‐2500
ふくしま歯科医院 ☎37‐1182

 1月14日（日） あつみメディカルクリニック ☎24‐2322
渡辺歯科医院 ☎32‐3561

 1月21日（日）
菜の花内科クリニック ☎22‐7777
かんべ整形リハビリクリニック ☎24‐2252
花井歯科医院 ☎23‐1661

 1月28日（日） 富永医院 ☎23‐1316
惣卜歯科医院 ☎45‐2066

 2月 4日（日）
かわせ小児科 ☎22‐1230
かわさき整形外科クリニック ☎22‐7700
青木歯科クリニック ☎33‐1139

月　日 当直医 電話番号

1月 1日（月・祝） 昭和医院 ☎32‐3749
山内歯科医院 ☎23‐1525

1月 2日（火） 河合医院 ☎22‐6133
鈴木歯科医院 ☎32‐0239

1月 3日（水） 朽名医院 ☎33‐0162
赤石歯科クリニック ☎23‐7300

1月 7日（日）
永井医院 ☎22‐0227
金田歯科医院 ☎24‐1800

健康課で保健師が
待ってます。気軽に
相談してくださいね。

◦体操教室の様子

広報たはら  平成30年1月│    │25



「
終
活
」か
ら
在
宅
医
療・介
護
を
考
え
る

　
自
分
の
老
後
、
人
生
の
終
わ
り
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
ま
だ
先
の
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
人
も
、
病
気
や
介
護
、
そ
し
て

死
は
あ
る
日
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。

　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、国
は「
病
院
」か
ら「
在

宅
」
へ
と
い
う
方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。
自

分
ら
し
い
終
活
を
す
る
た
め
、
在
宅
医
療
・
介

護
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
人
生
の
終
わ
り
に
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ

う
に
過
ご
し
た
い
か
、
あ
ら
か
じ
め
考
え
て
お

く
こ
と
も
重
要

で
す
。

　

そ
こ
で
、
次

の
と
お
り
「
終

活
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
演
会

を
開
催
し
ま

す
。そ
の
と
き
、

一
体
何
が
起
こ

る
の
か
、
在
宅

医
療
や
介
護
、

看
取
り
に
つ
い

て
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
、

現
状
の
課
題
や
具
体
的
な
情
報
を
得
る
こ
と

で
、
そ
の
と
き
に
冷
静
に
対
応
で
き
る
知
識
と

力
を
身
に
付
け
ま
す
。健
康
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、

学
ん
で
お
き
た
い
内
容
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▪
地
域
包
括
ケ
ア
を
考
え
る
講
演
会
の
開
催 

【
テ
ー
マ
】今
だ
か
ら
こ
そ
学
べ
る『
い
き
か
た
』

準
備
～
真
の
終
活
と
は
？
～

【
講
師
】
金
子　

稚わ
か
こ子
氏
（
終
活
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
）

【
日
時
】
２
月
４
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

３
時
20
分

【
場
所
】
赤
羽
根
文
化
会
館　
文
化
ホ
ー
ル

【
申
込
】
１
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所・氏
名・

電
話
番
号
を
明
記
）

【
そ
の
他
】
入
場
料
無
料
、
手
話
通
訳
あ
り

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
‐
３
２
１
７

23‐
３
５
４
５

【
質
問
】

　

介
護
保
険
料
の
確
定
時
期
は
い
つ
ご
ろ

に
な
る
の
？

【
回
答
】

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
広
域
連
合
で
算
定
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
し
か
し
、
介
護
報
酬
の
改
定
な
ど
、

国
の
示
す
制
度
改
正
が
大
き
く
関
わ
っ
て
く

る
こ
と
か
ら
、
確
定
は
平
成
30
年
２
月
ご

ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

広
域
連
合
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
や
平
成
30
年
３
月

に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
お
届
け
す
る
際

に
、
お
知
ら
せ
を
同
封
す
る
予
定
で
す
。

▼
東
三
河
広
域
連
合
介
護
保
険
準
備
室

☎（
０
５
３
２
）26
‐
８
４
６
０

「
東
三
河
広
域
連
合
か
ら
お
知
ら
せ
」

～
介
護
保
険
統
合
に
関
す
る
Q  
＆
A  
～
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～12/31日
愛知県市町村対抗駅伝競走大会
表浜自然ふれあいフェスティバル

1/1月・ ～1/4木
「新年を迎えて」田原市長あいさつ
渥美半島菜の花まつり など

1/5金～1/18木
ライアン小川杯争奪学童軟式野球大会
田原市ディスクドッチ大会

1/19金～2/1木
田原市成人式
田原市消防出初式

1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。
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リシアンサス
（花／出荷時期：10月～６月）

トルコギキョウとも呼ばれ、
和洋・冠婚葬祭問わず人気。
県内1位の生産量で約174
万本出荷されています。

花ことば

優美、希望

シェフレラホンコン
（鉢花／出荷時期：1年中）

カポックとも呼ばれ、緑色の
葉が傘を広げたように見え
るのが特徴。どんな環境で
も育ち、扱いやすいです。

花ことば

とても真面目、実直

農政課  ☎23-3517

花 鉢

22

今月の 1月の

２
～
３
㎜
の
厚
さ
に
な
る
ま
で

伸
ば
す
。

⑥
同
じ
幅
に
切
り
分
け
、
15
分
茹

で
上
げ
る
。

⑦
器
に
茹
で
た
め
ん
と
め
ん
つ
ゆ

を
入
れ
、
お
好
み
で
旬
の
野
菜
の

天
ぷ
ら
を
添
え
る
。

▪
調
理
の
ポ
イ
ン
ト

　
米
粉
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
め
ん
に
コ
シ
が
出

ま
す
。ト
マ
ト
を
ピ
ュ
ー
レ
状
に
し
て
入
れ
る
た
め
、

ト
マ
ト
の
水
分
量
に
応
じ
て
水
の
分
量
を
調
節
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
旬
の
野
菜
の
か
き
揚
げ
を
添
え

て
も
お
い
し
い
で
す
。
め
ん
の
硬
さ
は
お
好
み
で
茹

で
時
間
を
調
節
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
野
菜
の
特
徴

　
ト
マ
ト
に
は
、
リ
コ
ピ
ン
や
β
カ
ロ
テ
ン
、
ビ
タ
ミ

ン
類
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
な
ど
の
栄
養
素
が
豊
富
に
含
ま

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
含
ま
れ
る
カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
は

活
性
酸
素
を
取
り
除
く
働
き
や
、
血
液
サ
ラ
サ
ラ
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
、
生
活
習
慣
病
予
防
へ
の
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
類

は
粘
膜
の
保
護
強
化
の

効
果
が
あ
り
、
風
邪
予

防
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
（
レ
シ
ピ
作

成
者
ベ
ジ
エ
ー
ル
渥
美  

山
本
敦
子
）

田
原
の
ト
マ
ト
で
冬
場
を
健
康
的
に
乗
り
切
ろ
う
！

　
夏
野
菜
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
ト
マ
ト
で
す
が
、
田

原
市
で
は
12
～
５
月
ご
ろ
を
中
心
に
出
荷
が
行
わ
れ

ま
す
。
ト
マ
ト
に
は
、
風
邪
の
予
防
に
効
果
が
あ
る

ビ
タ
ミ
ン
類
や
、
乾
燥
し
た
身
体
に
潤
い
を
与
え
て

く
れ
る
水
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
の
冬
場
を
健
康
的
に

乗
り
切
る
た
め
、
ト
マ
ト
を
使
っ
た
健
康
レ
シ
ピ
を

紹
介
し
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
な
ど
胃
腸
に

負
担
の
か
か
る
料
理
を
食
べ
た
後
は
お
勧
め
で
す

よ
。

【
ト
マ
ト
入
り
手
打
ち
う
ど
ん
】

①
小
麦
粉
、
米
粉
、
塩
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

②
ト
マ
ト
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
、
ピ
ュ
ー
レ
状
に
し

て
①
に
入
れ
て
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

③
②
に
水
を
２
～
３
回
に
分
け
て
入
れ
、
そ
の
都
度

よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
て
耳
た
ぶ
程
の
硬
さ
に
な
る
ま

で
こ
ね
、
丸
め
る
。

④
③
を
ビ
ニ
ー
ル
で
包
み
、
１
時
間
室
温
で
寝
か
せ

る
。

⑤
④
を
ビ
ニ
ー
ル
に
包
ん
だ
ま
ま
10
分
こ
ね
、
板
に

片
栗
粉
を
敷
き
、
ビ
ニ
ー
ル
を
は
が
し
た
生
地
を

【
材
料（
４
人
分
）】ト
マ
ト
２
０
０
ｇ
、小
麦

粉
３
５
０
ｇ
、米
粉
50
ｇ
、塩
10
ｇ
、水
80 

ml
、片
栗
粉（
打
ち
粉
用
）適
量
、め
ん
つ
ゆ
適
量
、お

好
み
で
旬
の
野
菜
の
天
ぷ
ら
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　たはらエコ・ガーデンシティ地域協議会では、平成 29 年度エコ普及啓発ポスターの優秀作品を決定
しました。その中から、最優秀賞および優秀賞の作品を紹介します。その他の入選作品も、市ＨＰで公
開していますのでぜひご覧ください。　 1005205
▶たはらエコ・ガーデンシティ地域協議会事務局（環境政策課内）☎ 23-3541 23-1832

【小学校低学年の部】　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【小学校高学年の部】
●最優秀賞　　　　　　●優秀賞　　　　　　　　　 ●優秀賞　　　　　  　●最優秀賞

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　                           

                                                              【中学校・高校の部】
●優秀賞　　　　　　     ●優秀賞　　　　　 ●最優秀賞　　　  ●優秀賞              ●優秀賞　　

エコ普及啓発ポスター優秀作品

「平成 29 年度３Ｒ促進ポスターコンクール」
　小学校中学年の部に全国から 2118 点の応募があり、そ
の中から衣笠小学校の鈴木ひな乃さんの作品が優秀賞に選
ばれました。入賞作品は、今後３Ｒ促進活動の広報用ポス
ターやパンフレットなどに掲載される予定です。
※ 3R=R

リ デ ュ ー ス
educe、R

リ ユ ー ス
euse、R

リ サ イ ク ル
ecycle の頭文字を取った言葉

古田那
な な み

南さん
（高松小2年）

小山田迅
じん

さん
（衣笠小3年）

 清田雅
み や び

妃さん
（中山小1年）

 小久保綾
あ や か

華さん
（伊良湖岬小6年）

澤口育
い く ほ

穂さん
（田原東部小5年）

中村心
こ こ な

奏さん
（伊良湖岬小6年）

山本菜
な な こ

々子さん
（田原中1年）

 渡會裕
ゆ う な

菜さん
（伊良湖岬中3年）

榊原唯
ゆい

さん
（泉中1年）

●優秀賞
鈴木ひな乃さん

（衣笠小4年）
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
  1月▶1日月・月～4日木、9日火、
　　    12日金、15日月、22日月、29日月
  2月▶5日月、9日金、13日火、19日月
　　　 26日月

◎渥美図書館　大人の手作り教室
　オリジナルカラーのリップクリーム、自分だけの香
りのハンドクリームを作ります。

▼ 日時＝2月17日（土）午後1時
30分～　

▼場所＝渥美図書館　会議室

▼内容＝みつろうリップ２種＆香
りのハンドクリーム作り

▼対象＝高校生以上

▼講師＝小川きみえ氏

▼定員＝10名（先着順）

▼参加費＝2,000円（材料費）

▼申込＝1月13日（土）午前10時から渥美図書館へ直
接、または電話にて（初日の電話受付は10時15分から）

▼渥美図書館☎33-1114　

◎案内マップ「郷土の部屋」ができました
　中央図書館の「郷土研究室」「地域資料コーナー」の
案内マップ「郷土の部屋」を作成しました。図書館ＨＰ
でのみご覧いただけるマップです。各コーナーの資料

（郷土資料・行政資料・観
光案内ほか）や展示の様子
を、カラー写真と文章で分
かりやすく紹介していま
す。地域の資料や情報が必
要な方は探す手掛かりが
見つかるかもしれません。
ぜひご覧ください。

▼中央図書館☎23-4946　

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．どうやって雪ができるのか。子どもでも分かる
本が欲しい。
◎調べるキーワード

「雪」「結晶」
A．キーワード

「ゆき」で児童書
を調べて、見つ
かった14冊の
本から、2冊を紹
介しました。『雪
の結晶ノート』
は、雪の結晶が
できる様子を美しい写真で紹介しており、『ゆきが
うまれる』は、きれいなイラストでより詳しく教えて
くれる科学絵本です。
◎調べた本

『雪の結晶ノート』　マーク・カッシーノ、ジョン・ネ
ルソン/作　千葉茂樹/訳　451/ｶ　あすなろ書房 

『ゆきがうまれる』　前野紀一/文　斉藤俊行/絵
福音館書店（月刊たくさんのふしぎ　2017年2月
号）

●中央図書館
　一　般▶1月13日土～2月8日木 「がんばれ！日本!!」
　子ども▶1月5日金～2月8日木 「わんわん！元気に
   かけまわろう！」
●赤羽根図書館
　一　般▶1月13日土～2月8日木 「カラダを
   あたためるには？」
　子ども▶1月13日土～2月8日木 「ハッピーいぬイヤー」                         

●渥美図書館
　一　般▶1月13日土～2月8日木 「犬」
　子ども▶1月13日土～2月8日木 「しあわせ」

『ニッポンのおみくじ』
鏑 木 麻 矢 / 著 　 グ ラフィック社 　
176.8/ｶ

お参りの帰りについ引いてしまうおみ
くじ。そのルーツや、作法、扱い方など
のほか、全国の個性豊かなおみくじを
紹介。

『ほぉ…、ここが ちきゅうの ほ
いくえんか。』
てぃ先 生 / 著 　 ベ ストセラー ズ 　
369.42/ﾃ

保育士てぃ先生のツイートを書籍化！子
どもたちとてぃ先生のステキな日常の
一コマにほっこりします。

◦図書館ＨＰ
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　　　文化財課 　２2-1720
（博物館）　 ２２-2028

謎
の
名
工
「
藤ふ
じ
わ
ら
ま
さ
ざ
ね

原
正
真
」

　
最
近
で
は
、
某
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の

影
響
で
日
本
刀
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
お
り
、

「
刀
剣
女
子
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ

る
、
新
し
い
日
本
刀
愛
好
者
の
層
が
出
現

し
て
き
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
、
日
本
に

は
刀
を
武
器
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
美

術
品
と
し
て
愛
好
す
る
独
特
な
文
化
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
文
化
と
は
別
文
脈

で
前
述
の
ゲ
ー
ム
で
は
、
有
名
な
刀
剣
を

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
す
る
こ
と
で
、
刀
を
一

種
の
ア
イ
ド
ル
と
し
て
愛
玩
す
る
と
い
う

現
象
も
起
き
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

化
さ
れ
「
刀
剣
女
子
」
の
人
気
を
集
め
て

い
る
槍
の
一
つ
に
「
蜻と
ん
ぼ
ぎ
り

蛉
切
」
と
い
う
槍

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
「
蜻
蛉
切
」
と
い
う
槍
は
田
原
に

住
ん
で
い
た
刀
鍛
冶
、
藤
原
正
真
が
作
っ

た
と
い
わ
れ
る
作
品
で
、
江
戸
時
代
の
終

わ
り
ご
ろ
ま
で
に
は
「
天
下
三
名
槍
」
の

一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
槍
が

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
有
名
に
な
っ
た
か

と
い
う
と
、
徳
川
家
一
の
豪
傑
と
い
わ
れ

た
本
多
忠
勝
が
こ
の
槍
を
携
え
て
、
一
言

坂
の
戦
い
や
長
篠
の
戦
い
、
小
牧
長
久
手

の
戦
い
で
活
躍
し
た
こ
と
が
、
徳
川
家
の

創
業
史
で
あ
る
「
改
正
三
河
後
風
土
記
」

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
の
中
に
記

述
さ
れ
残
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
本
多
忠
勝
の
活
躍
か
ら
離
れ

て
、
田
原
の
刀
鍛
冶
で
あ
る
藤
原
正
真
自

身
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
驚
く
ほ
ど

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
実
際
本
当
に
「
蜻

蛉
切
」
を
田
原
の
藤
原
正
真
が
作
っ
た
の

か
さ
え
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
の

ル
ー
ツ
に
つ
い
て
記
述
し
た
、
不
確
か
な

裏
付
け
の
取
れ
な
い
資
料
は
い
く
つ
か
あ

る
の
で
す
が
、
そ
れ
で
さ
え
記
述
に
大
き

な
差
異
が
あ
る
の
で
す
。
現
状
で
は
、
①

奈
良
の
金
房
派
の
正
真
と
い
う
刀
鍛
冶
が

田
原
へ
移
住
し
て
き
た
。
②
伊
勢
に
い
た

村
正
一
派
の
正
真
と
い
う
刀
鍛
冶
が
田
原

に
移
住
し
て
き
た
。
③
奈
良
か
ら
田
原
へ

移
住
し
て
き
た
包
吉
と
い
う
刀
鍛
冶
が
田

原
で
育
て
た
弟
子
が
正
真
。
以
上
の
３
つ

の
異
な
る
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
①
と
②
に
現
れ
る
金
房
派
の
正
真
と
村

正
の
弟
子
の
正
真
の
刀
は
多
く
現
存
し
、

そ
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
①

と
②
の
刀
は
そ
れ
ぞ
れ
全
く
異
な
る
特
徴

を
持
っ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
確
実
に
田

原
に
い
た
正
真
が
作
っ
た
と
い
え
る
刀
あ

る
い
は
槍
が
出
て
く
れ
ば
、
①
②
の
作
例

と
比
較
し
、
ど
ち
ら
と
共
通
性
が
あ
る
か

見
る
こ
と
で
、
田
原
の
正
真
が
ど
う
い
っ

た
ル
ー
ツ
を
持
つ
刀
鍛
冶
で
あ
っ
た
か
を

推
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
で
は
、
田
原
の
正
真
が

作
っ
た
と
い
え
る
槍
や
刀
を
全
く
見
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
田
原
に
住
ん
で
い
た

名
工
の
実
像
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
の
で

す
。「
刀
剣
女
子
」
の
皆
さ
ん
も
謎
に
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
も
し
か
し
た
ら
謎

の
解
明
に
つ
な
が
る
刀
が
皆
さ
ん
の
家
に

眠
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
情
報
が

あ
れ
ば
博
物
館
ま
で
。

（
山
本
）●田原町内に残る正真の墓

①
金
房
派
の
正
真
の
刀
と
銘

②
村
正一派
の
正
真
の
刀
と
銘

広報たはら  平成30年1月│    │31



評にっこり笑顔が素敵なおかめの福笑いが
できましたね。

とても力強く、大きく「おとしだま」と書け
ましたね。

目隠しをしながら、目や口
を貼るのが楽しかったよ。

文字が多くて、紙からはみ
出しそうだったよ。

も　 じ　　　 おお　　　　　  かみ め  かく                                          め　　　 くち

ちからづよ　　  おお　　　　　　　　　　　　　　　　　　 か え　がお　　 す　てき　　　　　　　　　　  ふく わら

評

山北保育園

筒井涼太くん（6歳）

山北保育園

山本なのはちゃん（5歳）

友達の表情や髪の毛が
立っている様子、頬の丸
みなどを工夫して表現
することができました。

評バックのカラフルな本が
楽しさや明るさを表現し
ています。唇の筋など細
かな所も描けています。

評 田原南部小学校5年

渡邊ひなみさん

田原南部小学校5年

牧野珀くん
 はく

水彩画

だ

河上沙恵子先生

は　　　　　　　 たの

りょう　 た

水彩画

▼
新
年
を
迎
え
、新
た
な
目
標
を
立
て
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。私
は
広
報
紙

作
成
に
携
わ
り
も
う
す
ぐ
一
年
、わ
か

ら
な
い
事
も
多
く
、学
ぶ
こ
と
ば
か
り

で
す
が
、何
事
に
も
粘
り
強
く
頑
張
ろ

う
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。（
Ｓ・Ｈ
）

【
表
紙
の
写
真
】こ
ど
も
園
の
も
ち
つ
き

本誌は再生紙を使用しています。

●人口と世帯数（平成29年12月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 29人 死亡 51人

転入 216人 転出 123人

増減 71人

総人口 63,151人

男性 31,906人

女性 31,245人

世帯数 22,316世帯

※増減は11月中です

今月　納税・使用料の

納期限

市県民税
（第４期分）

後期高齢者医療保険料
（第７期分）

下水道事業受益者負担金
（第４期分・第２期分[渥美]）

農業集落排水事業分担金
（第４期分・第２期分[渥美]）

1月 31日 水

屋外の水道管の凍結に注意してください。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

90.0%
（46,661千㎥）

平成29年12月15日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp
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号
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